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家屋 の建 築 ・修復 に関す る伝統的知識 と技術

　　一 ミクロネシア・エラート環礁の場合

杉 藤 重 信*

Traditional Knowledge and Techniques of Building on 

     Elato Atoll, Caroline Islands, Micronesia

Shigenobu  SUGITO

   This paper describes the application of traditional knowledge 
in the building and in the repair and reconstruction of buildings on 
Elato Atoll, Caroline Islands, Micronesia. The paper consists of three 

parts; (1) typology of buildings, the process of building, and the 
system of measurement; (2) repairing and reconstruction of buildings; 

(3) and specific, traditional knowledge, called rong. 
   Buildings on Elato Atoll are usually constructed differently accord-

ing to function and purpose. Three basic types are distinguished 
 locally  : imw, fale, and mwaluumw. The imw category includes the 

dwelling house, spirit house, menstruation house, and delivery house; 

fale denotes the canoe house and meeting house; and mwaluumw 
mainly refers to the cooking house. 

    The Elato measurement system used in building construction 

plays important roles in determining the sizes of the buildings as well 
as in the constituent parts, such as longitudinal tie-beams, tie-beams, 
ridge-pole, king-posts, and rafters. Measurement is mainly based on 
the "halving system", especially important being (1) the  length* of 
longitudinal tie-beams, (2) the ratio between longitudinal tie-beam 
and tie-beam, (3) the ratio between tie-beam and king-post, and (4) 
intervals in laying rafters. 

   The traditional knowledge applied to building repairing and 
reconstruction is called rongolibaang. It permits a small group of 

people to quickly reconstruct a building without taking it entirely to 
pieces. This knowledge deals with six major parts of the building; 
supporting-posts, longitudinal tie-beams, tie-beams, rafters, ridgepole, 
and the whole roof.

*甲 南大学文学部,国 立民族学博物館共同研究員
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   Two types of knowledge are locally  distinguished;  reepiy (common 
knowledge) and rong (closed knowledge which is kept by a specific 
membership and concerns the spirit,  yalius). This rong is esoteric 
knowledge and is considered to be handed down directly from yalius. 
It is inherited according to specific rules. 

   Since 1954, Elato has been Christianized and indigenous beliefs 
have declined. Most traditional knowledge has also been forgotten. 
However, this particular rongolibaang is the one of the few elements that 
still remains, since it is technically  effective and useful in the daily 
life of the islanders.

1.は じめに

1・ 本稿の目的

　2.調 査地の概要

3・・言語と表記

4・ 調査方法

正 家屋の構造

1.エ ラー ト環礁の家屋

2.家 屋の構造

3.用 材

皿.家 屋の類型

1.機 能にもとつく類型

2.屋 根構造にもとつ く類型

　3.壁 構造と土台構造にもとつく類型

N.家 屋 の建 築 と計 測 法

1.建 築

2.計 測法

V.家 屋 の修 復

　1.　 三 種i類のrongolibaang

　 2.補 助 材

　3.　 rongolibaang

W.伝 統 的 知 識 とその 変 容

　 1.　 rongとreepiy

　 2.rongの 社会 的 意 味

　 3.伝 統 的 知識 の変 容

皿.お わ り に

1.　 は 　じ 　め ・に

1.本 稿 の 目 的

　本 稿 は,ミ ク ロネシア ・中央 カ ロ リン諸島のエ ラー ト環礁(Elato　 Atol1)に お ける

家屋の建築 および修復 に関す る伝統 的知識 について,民 族誌 的記述をお こな うことを

目的 としている。本稿 は3つ の部分 か らなってい る。まず,(1)エ ラ ー ト環礁 の家屋

についてその概要お よび類型を略述 し,家 屋の建築過程 および家屋建築 のための計測

法 についてのべ る。つ ぎに,(2)エ ラ ー ト環礁における家屋修復の技術につ いてのべ

る。最後に,(3)エ ラ ー ト環礁 における伝統的知識 の観点か ら家屋に関す る知識 につ

いて考察す る。
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　 ミクロネシアにおける家屋研究 は これまで比較的す くな く,物 質文化につ いて の研

究 や民族誌の一部 と して とりあつかわれた場合がおおい1)。'し か し,最 近,家 屋 につ

いて詳細な報告 が うまれてい る[杉 本　 1980:175]。

　 西 カロ リン諸 島のヤ ップ島の家屋 について,詳 細な報 告が ある[小 林　1978]。 こ

れはヤ ップ島の家屋 を日本 に移築す るさい,そ の構造および建築 の過程を詳細に調査

し,記 録 した もので ある。 くわえて,ヤ ップ島における家の住 まい方,建 築 のさいの

儀礼,お よびヤ ップ島における各種の家屋 につ いての比較をお こない,ミ ク ロネ シア

の他の地域 の家屋 との構造比較を こころみている。

　 トラック諸島の ウー ト(カ ヌー格納庫 ・集会所)に ついて も,詳 細 な 報 告 が あ る

[浅 川　 1980]。 これは,ト ラック諸島 トル島のフ ァウバ遺跡 の公 園化 にともな って同

遺跡内にウー トが建築 され ることになり,報 告老 の浅川滋男がその現場 にた ちあい,

ウ ー トの建築過程 について記録 した ものであ る。 トラ ック諸 島において,す で に伝統

的な建築様式 の建物 は絶 滅寸前 とな ってお り,そ れゆえこの報告 は伝統的な建築技術

を後世につたえるためにその過程を刻明に記録す るとい う目的 もにな って いる。 トラ

ック諸島の伝統建築 に関 して,そ の分棟型式や方位,平 面型の変 遷過程 などにつ いて
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 9

もふれている。

　 本稿でと りあげるエ ラー ト環礁 の家屋に関 しては部分的 にこれまでい くつか報告が

なされている。 入手 したか ぎりでは,最 初 の 資 料 は ドイッの 「SUdsee-Expedition

1908-1910」 の さい,隊 員のP.Humbruchが エ ラー ト環礁に しば らく滞在 し,報 告

した ものである[KRAMER　 1937]。 そ のなかで家屋 に関 しては,妻 び さしの部分が 円

1)ド イ ッ統 治 時 代(1898-1918)に お け る ミク ロネ シア 研 究(こ こで は 中央 力Pリ ン諸 島周 辺

にか ぎ る)で は,1908年 か ら1910年 にか けて お こなわ れ たS丘dsee-Expeditionの 成 果 が 重 要

で あ る。 トラ ック諸 島 につ いて はK晦mer[1932]お よび トラ ック離 島 につ い て はDamm　 and

Sarfert[1935]が あ る。 ま た,中 央 カ ロ リン諸 島 の ラモ トレ ック環礁 お よび エ ラー ト環 礁,ウ

ォ レア イ環 礁,フ ァイ ス島 に つ いて はKrdrner[19371が,イ フ ァ リク環 礁,エ ウ リ ピッ ク環

礁,フ チ ャイ ラ ップ環 礁,ソ ロール 環 礁,ユ リシー環 礁 につ い て はDamm　 et　al[1938]が あ

る。 これ らの研 究 は いず れ もそれ ぞ れ の 島 じまの民 族 誌 の 作 成を 志 向 して お り,家 屋 にか ぎ っ

て いえ ば,そ の 報 告 は家 屋 の部 分 名 称 や住 まい 方 な どの点 に か ぎ られて い る。 そ のほ か,ド イ

ッ統 治 時 代 の成 果 と しては,1912年 頃 トラ ック諸 島 を調 査 したBollig[1927]が あ る。

　 日本統 治時 代(1918-1945)に は,ひ ろ く ミク ロネ シア全 体を 渉 猟 した報 告 が うまれ て い る。

ミク ロ ネ シア の島 じまの 民 族誌 をめ ざ した 松 岡[1943]お よ び民 具 な ど の物 質 文化 に関 して は

染木[1945]が あ る。 これ らの 場合 も ドイ ッ統 治 時代 と同 じく,家 屋 に 関 して いえば 不 十分 な

もの に とど ま って い る。 そ の ほ か,第 一次 世 界 大戦 開 戦 後 ま もな く日本 は ミク ロネ シアに進 駐

した さい,そ の お もな 島 じま の調 査 を お こない,報 告書 を 出版 して い る。 そ の ひ とつ にMa-

tsumura[1918]が あ る。 これ は衣 食 住 に 関す る もの で あ るが,家 屋 に つ いて は,そ れぞ れ の

島 につ い て わず か 数頁 つ つ の 報告 に とど ま って い る。

　 ア メ リカ統 治時 代(1945-1981)に つ い て は,家 屋 に関 して 言 及 の あ る もの に,イ フ ァ リク

環 礁 の 民族 誌 で あ るBurrows　 and　 Spiro[1970]お よ び トラ ック諸 島 の 物質 文 化 研究 で あ る

LeBar[1963,1964]が あ る。
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錐形をな している点[KRAMER　 1937:84--86]お よ び,家 屋名をあげている[KRA-

MER　 l937:30-31]。 染 木　煎 は,連 絡船 がエラー ト環礁 に一時寄航 したさい,島 の

風俗や家屋について観察 してい る。かれは,エ ラー ト環礁の家屋 はヤ ップ式 の六 角平

面を もち,土 壇 はな く,平 地 に丸石をな らべ,サ ンゴの破片を敷 きつ めて建 て られて

いるとのべてい る[染 木　 1945:407]。W.　 Alkireは エ ラー ト環礁 に3週 間滞在 し,

お もにラモ トレック環礁 との関係について調 査 して いる[ALKIRE　 l965]。 家 屋 に

つ いて は,住 居配 置図 と家屋名をあげているのみであ る[ALKIRE　 1965:156]。

　 本稿 は,エ ラー ト環礁 の家屋 およびその建築 について,ミ クロネ シアの最近の家屋

研究 の傾向 にな らって でき るか ぎり詳細な民族誌的記述をお こない,ミ クロネシアに

おける家屋研究をよ り進展 させ るための資料 とな りうることを期 している。

　つ ぎに,ミ クロネシアの家屋研究 においては,家 屋 の建築 にかかわ る報告 は数多 く

存在す るが,家 屋の修復 に関す る もの については詳細 な研究が皆無に近 い。わずか に

イ ファ リク環礁 の民族誌[BuRRows　 and　 SPRIo　 1970]が 家 屋修復 の技術につ いて

若干言及 してい る。そ こで とりあげ られているのは,柱 の交換・桁 の交換・屋根の復原

およびそれ に使用 され る補 助材 についてである[BuRRows&SPIRo　 1970:65-68]。

しか しなが ら,そ れは調査期間 中に観察 された ものにとどまってお り,家 屋修復 に関

する技術全般 にわた るものではない。そ こで,本 稿 では,エ ラー ト環礁における家屋

修復 に関す る知識の全 容について,で きるかぎ り詳細 な記述をお こな う。

　 最後に,エ ラー ト環礁 におけ る家屋修復に関す る伝統的知識(rongolibaang)は,

rongと い う知識のカテ ゴ リーにふ くまれ る。　rongに か かわる知識 については,エ ラ

ー ト環礁 の周辺 の島 じまにおける例が これ まで い くつか報告 されてい る。すなわち,

伝 統的宗教との関連 にお いて,ト ラ ック諸島の民族誌[BOLUG　 l927]お よ びイフ ァ

リク環礁の民族誌[BuRRows　 and　 SPIRo　 l970]がrongに 言 及 してい る。また,

トラック諸 島の例 と して は,家 屋や カヌーなどの物質文化研究 との関連でron9に 言

及 した もの[LEBAR　 l　963,1964],文 化価値 と の 関 連でrongに 言 及 した も の

[GAuGHEY　 1977],お よび財産の概念 や親族組織 との関連でrongに 言 及 した もの

[MuRDocK　 and　 GooDENouGH　 l947]が あ る。 また,サ タ ワル島の例 としては,

rongに つ いて概説 した もの[石 森　 1980J,数 占いにつ い て 詳 述 した もの　[石森

1979],お よび伝統的航海術 につ いて 詳 述 した も の[秋 道　 1980a,1980b,1981a,

1981b,須 藤 　 1979b,1980a]が あ る。 本稿で は,こ うした報告をふまえ,　rongに

つ いて あきらかに し,家 屋 の建築お よび修復 に関す る知識を例に してrongの 変 容に

ついて若干 の考察を くわえる。
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図1　 マリアナ諸島およびカロリン諸島の部分図

図2　 エ ラ ー ト 環 礁
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2.調 査 地 の 概 要

　筆者が調査をお こなった エラー ト環礁 は,カ ロ リン諸 島のほぼ中央 にあ り,北 緯7

度27分30秒 か ら7度31分30秒,東 経146度8分30秒 か ら146度11分30秒 にか けて位置す

る。

　 エラー ト環礁は,サ ンゴ礁上の4つ の小島 と2つ の礁湖か らなる。住民 が居住す る

のは環礁の北東端 に位 置す る周囲約3キ ロメー トルのエ ラー ト島で,人 口は96名(19

79年6月 現在),内 訳 は男子47名 女子49名 で ある。

　 エラー ト島は,北 方におおき くふ くらんだ弧状 をな してお り,礁 湖 に面 した側 は砂浜

で,外 洋に面 した側 は造礁サ ンゴがあ らわになっている。 エラー ト島の最高点 は標高

約4メ ー トルで外 洋側 にあ り,礁 湖 の側 は全体に低い。島の中央部 には周囲1キ ロメ

ー トルばか りの湿地帯があ り
,タ ロイモ(wot:Colocasia　 esculenta,　bulag:C]rtosPerma

chamissonis)の 栽 培地 とな って いる。 島のそのほかの 部 分 は,コ コヤシ(1iu:Cocos

nacPtera),パ ンノキ(mai:ArtocarPus　 spp.)な ど の有用樹 におおわれて いる。

3、 言 語 と 表 記

エラー ト環礁(以 下 エ ラー トと略記す る)の 人 びとの もちいるエラー ト語 はオス ト

ロネシア語族 に属す る言語 である。 エラー ト語 は

その うち ミク ロネシア諸語 に属 する トラ ック言語

群 にふ くまれ る[杉 田　 1981:228]。 エ ラー ト語

は トラック言語群 のなかで もウォレアイ語 にちか

く,音 韻や語彙 において若干 ことなる ものの文法

的な差異は ごくわずかであ る[SOHN　 1975:5]。

本 稿で は,エ ラー ト語の音声表記 につ いてWot一

表1　 エラー ト語の音声表記(母 音)

　　 }　 　 　 　前 舌 　 　 中舌 　 　 後 舌

高 舌 　 　 i,ii　 　 iu　 　 u,　uu

中舌 　 　e,ee　 　 eo　 　 O,00

低 舌 　 　 　 　 　 a,aa　 　 oa

　 [SoHN　 and　TAwERiLMANG　 l　976]

　 によ り作 成 。

表2　 エ ラ ー ト語 の 音 声 表 記(子 音)

両 唇 音 　 唇 歯 音 　 歯 茎 音 硬 口 蓋　　　　　 硬口蓋音反 転 音 軟口蓋音

閉 鎖 音

鼻　　音

摩 擦 音

ふるえ音

半 母 音

　 P,PP

m,mm

mw,　 mmw

　 b,bb

W,WW

f,　ff

t,tt

n

S,SS

l

血

r

ch

y

　 k

ng,　 nng

　 9

[SoHN　 and　 TAwERILMANG　 1976]に よ り 作 成 。
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eaian　 Reference　 Grammar[SoHN　 1975]お よ びWoteaian-English　 DictionarJ[SoHN

and　 TAwERILMANG　 l976]の 表 記 法 に し た が って い る(表1,表2)。

4、 調 査 方 法

　本稿におけ る資料 は1979年5.月 か ら1980年3月 にかけて,お よび1980年12月 か ら19

81年1月 にかけての2度 にわたるフィール ド・ワークでえ られた ものであ る。

　本稿の資料 の うち,家 屋に関す る全般的 な情報な らびに家屋 の計測法については,

お もにSauta1氏(1979年 現 在64歳),　 Maliumai氏(1979年 現 在47歳),　 Chigwemal

氏(1979年 現在27歳)か らえた。

　 「家屋修復の伝統的知識」 に関 して は,1979年10月 か ら1980年1月 にかけて断続的

にMaliumai氏 か ら教えを うけた。 なお,　Maliumai氏 はエ ラー トの3人 のtauba-

ang2)の うちのひ とりで あ り,か れの母方 のオジか ら知識を うけつ いで いる。

　 rongは の ちに述べ るように秘儀性の高い知識であ り,あ る特定の継 承ルールによ

って のみ習得す ることがで きる。本稿 に記述 したrongolibaangは,そ うした伝統的

なル ール に したが って筆者が習得 した もので ある。 なお,rongの 継 承法について は

のちにふれ る。

　 Maliumai氏 はrongの 伝授 にさい して,他 者による盗み聞 きをおそれ,昼 間 に し

か も見通 しの き く場所でお こな うことを希望 した。伝授はお もに口頭でお こなわれ,

筆 者 はそれを フィール ド・ノー トに記録 した。不明の点 は,氏 が ココヤシの葉柄 など

をつか って立体的 に説 明 し,さ らに不明 な点 は,実 際に建 物にでむいて 教えを うけ

た。

　 なお,フ ィール ド ・ワークのさいに は,現 地語 および英語,日 本語 を併用 して もち

いた。

2)taubaangと は,　tau一 とbaangと か らな る語 で,　baangと は 「修 復 す る」 の意 で あ る。　tau一

と は,Woleaian・English　 DictionarJに よれ ば,「 特 定 の 分 野で の 特 別 の知 識 あ るい は 技術 を も

つ入,専 門家 」 を さす 接 頭 辞 で あ る[SoHN　 and　 TAwERILMANG　 1976:146]。 した が って,

taubaangと は,「 修復 の 知 識 あ るい は技 術 を もつ人 」 も し くは 「修 復 の専 門 家 」 と い う こと に

な る。taubaangはtaurongと よ ばれ る人 び と の う ちの ひ と りで あ る。　 taurongと は,「rong

の知 識 あ る い は技 術 を もつ 入 」 も し くは 「rongの 専 門 家 」 を 意 味す る。 しか し,　tau一 接 頭辞

のつ く人 び とが す べてtaurongに ふ くま れ るわ けで は な い。 た とえ ば,　 taufaleやtauimwは

そ れぞ れ,「 カ ヌ ー格納 庫 の保守 管 理 を す る人 」,「母 屋 の 保守 管理 を す る人 」 を 意 味す る。
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表3エ ラ ー ト の 家 屋

家 屋 名 棟高 梁間 桁行 種別 所 属

(1) 

(2) 

(3)

(4) 

(5) 
(6) 

(7) 

(8) 

(9) 
(10) 

(11) 

(12) 

(13) 
(14)

Latowa

Gasuereol 
(Libolirang) 
Geleisiya 

Spital 

Welipiy 
Sepal 

Metaar

Fasseour 

Lugal

Gatiyafash 

Wolippar

440 

285 

410

420 

390 

570 

380 

650 

295 

400 

410 

   ••• 

400 

400

350 

240 

330

370 

640 

440 

310 

520 

200 

300 

330 

490 

330 

270

450 

350 

720

690 

1450 

640 

700 

1080 

390 

540 

500 

730 

520 

430

 f 

 m

 f 

 f 

 m

Mo, Gw 

 Mo 

 Mo

Gw, Go, Sw 

  Gw 

  Gw, Sf 

  Gw 

  Gw 

  Gw 

  Gw 

  Gw 

  Gw

(Weligeshushu)

(15) 

(16) 
(17) 

(18) 

(19) 

(20) 
(21) 

(22) 

(23) 

(24) 
(25) 

(26) 

(27) 

(28) 
(29) 

(30) 

(31) 
(32) 

(33)

Maifash

Rugulong 

Gateopalei 

Fassefang 

Faliyap

Lugeriya

Gatiyerang 

Faligiliyaw

Lemeoluw 

Lemeoluw 

Imwepeo

Salingeluw 

Gatiyafash

380 

270 

500 

560 

340 

410 

325 

450 

360 

320 

470 

295 

280 

370 

430 

370 

400 

370 

390

320 

280 

390 

620 

250 

300 

260 

340 

250 

250 

390 

290 

180 

240 

340 

240 

280 

320 

 350

640 

430 

470 

1030 

350 

750 

380 

960 

540 

350 

700 

220 

280 

370 

900 

330 

570 

650 

630

 m 

 f 

 f 

 m 

 m 

 m 

 m 

 m

Gw 

Gw 

Sw, Sf 

 Sw 

 Sw 

 Sw 

 Sw 

 Sf 

 Sf 

 Sf 

 Sw 

 Sw 

 Sw 

 Sw 

 Sw 

 Sw 

 Sw 

 Sw 

Gw

注1　 「種 別 」 の記 号 。

　 　 　f:faleカ ヌ ー小 屋 　 　 　i:imw　 母 屋　 　 　m:mwaluumw　 炊 事小 屋

　 　 　 s:sepalカ ヌ ー小 屋

注2　 「所 属」 の 記 号 。 出 自集 団(gailang)の 名称 で あ る。

　 　 　 Go:Geofaliu　 　 Gw:Gailengaliweleya　 　 Mo=　 Mogolifash

　 　 　 Sf:Saufalashig　 　 Sw:Sauwel

注3　 (12)の 家 屋 は 建築 途 中で 放 置 され た ま ま とな って い る。 完 成 す れ ば,鉄 筋 コ ン ク リー ト

　 　 　 の 柱 を もつ は じめ て の家屋 とな るは ず であ る。
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　 盟.家 屋 の 構 造

　 1.エ ラ ー ト環 礁 の 家 屋

　エ ラー トにおける家屋には,お おき くわ けて,制eとirnwとmwaluumwと が あ

る。faleと は 「カヌー格納庫・集会所 」であ り,　imwは 寝所で ある 「母屋」,　mwalu一

　　　　　 注)家 屋の大きさは縮尺と一致しない。

図3　 住　　 居　　　配　　 置
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umwは 「炊 事小屋」を さす。 これ らは,そ の使用 目的に応 じて別棟 にす る,い わゆ

る分棟形式 に したが ってお り,東 南 アジアか らオセアニァ島嗅部にかけて広範に分布

がみ られ る形式で ある[杉 本　 1977:175]。

　 エラー トの個 々の家屋に関す るデータは表3に しめ した とお りである。 名前のつけ

られてい る家屋 は24戸 あ り,そ の うちfalcは6戸,　 imwが16戸 で,ほ かにGeleisiya

表4bugotの 構 成*

(1)Iyefang(Gateopalei)

　 gailang=Sauwel,　 Geofaliu

　 fale:17.　 Rugulong,18.　 Gateopalei

　 imw:19.　 Fassefang,20.　 Faliyap,25.　 Faligiliyaw,

　 　 　 　 28.L、emeoluw,29.　 Lemeoluw,30.　 Imwepeo,

　 　 　 　 32.Salingeluw

　 mwaluurnw:21.26.27.31.

　 人 口:男22,女20

(2)Lugeriya

　 gailang:Saufalashig

　 fale:17・Rugu16ng

　 imw:22.　 Lugeria,24.　 Gat三yerang

　 mwaluumw　 :23.

　 人 口:男2,女3

(3)Wo1三geshushu

　 gailang:Gailengaliwelea

　 fale:8.　 Metaar

'sepal:7
.　Sepal

　 imw:13.　 Gatiyafash,33.　 Gatiyafash,14.　 Wolippar

　 　 　 　 (Wollgeshushu),15.　 Maifash

　 mwalUumw:16.

　 人 口:男15,女18

(4)Lugal

　 gailang:Gailengaliwelea,　 Sauwel

　 falc:(6.)Wolipiy

　 imw=10.　 Fasseour,　 l　l.　Lugal

　 mwaluumw:9.

　 人 口=男6,女5

(5)Iyuur(1」ibolirang)

　 gailang:Mogolifash

　 fale:1.　 Latowa

　 玉mw:3.　 Gasuereol〈Libolirang)

　 mwaluumw:2.

　 入 口:男2,女3

*家 屋 名によって示 した。なお,家 屋名に付 した番号は

　図3表3と 対応している。
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とよばれる教会,Spitalと よばれ る診療所が ある。 家屋 としては,こ のほか家屋名

のないmwaluumwが9戸 あ る。あわせて33戸 が エラー トの総家屋数で ある3)。 ただ

し,仮 設の家屋 は計上 していない。 なおGeleisiyaは ス ペイ ン語 のiglesia(教 会)に

由来 し,Spitalは 英語 のhospitalが 語 形変化 した ものとのことで ある。

　 これ らの家 屋の うち,外 来の建築法 により建て られた ものはSpita1お よび12.の

家 屋だ けであ る。Spitalは 鉄 骨プ レハブ製 で,屋 根が集水装置 とな ってい る。そのほ

かの家屋 は,た とえば壁材 などに外来 の ものがつかわれてい るもの もあるが,基 本的

にはすべて伝統的な建築様式 によ って建て られて いる。

　 エ ラー トの社会 は母系社会で あ り,生 ま れ た 子供の 集団帰属および土地や酋長 位

の相続 は,母 系 出自集 団であるgailangを 単 位 としてお こなわれ る。 しか し,生 産 ・

分配 などの 日常生活は,bugotと よばれ る単位 を中心 にいとなまれる。　bugotは,一

般に 「土地」を意味す る語であ るが,「 居住区」4)を も意味する語 である。「居住区」 と

してのbugotは,理 念的 には一棟のfaleと 一棟 のmwaluumwお よ びい く棟かの

imwと か らなり,基 本的 に同一gailan9に 属 す る複数 の家族が生活を ともにす る単

位であ る。現在,エ ラー トには5つ のbugotが あ る。 それぞれIyefang(Gatopalei),

Lugariya,　 Woligashushu,　 Luga1,　 Iyuur(Libolirang)と 名 づ けられてい る。 その配

置については図3に,所 属するgailang名 ・家屋名 ・人 口などにつ いては表4に しめ

した。

2.家 屋 の 構 造

　エ ラー トの伝統的な家屋 は,切 妻屋根 を もち,両 妻側には円錐状 の妻 びさしがある。

屋内には天井 はない。柱 は掘 っ立て柱である。棟持 ち柱 はな く,真 東構造 とな ってい

る。

　母屋(imw)は 基 壇(taiif)の 上 にたて られ る。基壇 には,小 丘をつ くるもの とそ う

でない ものとがあ る。 しか し,い ずれの場合 もサ ンゴの小片(faiumwag)が まかれ

て他 とは区別 され る。基壇 の うち縁石で境界をつ くる場合 とそ うでない場合が ある。

前者は,直 径20-30セ ンチメー トルぱか りの石(faiu)で 基 壇を区切 り,平 地 か ら約

20セ ンチメー トル高 くな っている。後者は,た だなだ らか な小丘 とな っている場合で

ある。なお,現 在 エラー トの森 のなかに は小丘がい くつか あるが,こ れ らは住居跡で

3)1909年 にSUdsee-Expedition　 1908-1910の 構成 員 で あ るP・　Humbruchが 報 告 した と ころで

は,当 時 の エ ラー トには26戸 の 家屋 が あ り,そ の う ち家屋 の固 有 名で 現 在 の 家屋 と照 合 で き る

の は9戸 で あ る[KRAMER　 1937:30-31]。

4)bugotの 訳 語 につ い て は須 藤[1979a=266]を 参 考 に した。

359



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立民族学博物館研究報告　　7巻2号

あ り,peoisaarと よ ばれ る。 ところで,　taiifば ヤ ップ語 のdefと の関連がかんがえ

られ る。 ヤ ップにおいてdefと は長六角形 に石積み した基壇で,家 屋 はその うえに建

て られてい る[小 林　 1978:2]。 しか し,エ ラー トの場合,taiifに は そうした石 積み

はない。

　屋 内には,間 仕切 りがな く,一 間取 りであ る。床 は もうけ られず,土 間の ままであ

る。 ただ し,土 間に はココヤ シの葉で編んだ敷物(teppagau)が しかれ,就 寝時 には

パ ンダナス(1)αndanus　spr)の 葉 で編 んだ敷物(giyegiy)が さ らに しかれ る。

　伝統的な家屋 の建築にあた ってはクギを1本 もつかわない。構造材は ココヤシ殻繊

維でつ くった ローブ。(gologol)で しば られ るのみで あ る。 板壁(tipaap)を もつ家屋

(imwtipaap)も また クギをつかわず,部 材を組みあわせて建て られる。

　 なお,家 屋構造の部分 名称 について は,表5に しめ した。faleお よ びimwtegile

の家 屋構造お よび主要部分名称 については図4に,imwtipaapの それ は 図5に,そ

れ ぞれ しめす とお りである◎

6〈7).

1.taliyelap桁 　 2.　goisham梁

3・siur柱4.　 ungolap棟 木

5.boot　 　 　 　 　 棟束 　 　 　 　 　 　6.　weoi　 　 　 　 　 垂木(総 称)

6(7).weoilimaat　 両端 の垂 木 　 　 　6(8).　weoiluug　 　 中 央 の垂 木

図4-1家 　 屋　 の　 軸 　 組
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16。

3.

1.　taliyelap桁

3.siur　 　 　 柱

5.boot　 　 棟 束

10.　meleufeoiu軒 桁

12,　ungoshig　 第2棟 木

14.　gat　 　 　 第2垂 木

2.goisham　 　梁

4.ungolap　 棟 木

6.weoi　 　 　 垂 木

11・gapangag水 平材

13・gappiliweoi下 部 水平 材

16.sogoram　 第3棟 木

図4-2家 屋 の 断 面

　 3,用 材

　エ ラー トの家屋 にもちい られる用材 は,す べてエ ラー ト内に生 育す る有用樹で まか

なわれ る。特定 の部材に特定の種類 の樹木が用材 として もちいられ る。 と りわけ重要

視 され るのは柱材 として使用される樹木の種類 の選択で ある。

　 エラー トはサ ンゴ礁の島であるために標高が低 く,す くな くとも居住地域 にか ぎっ

ていえぱ,標 高1メ ー トル未満であ る。居住地域の砂地 を掘 ると,潮 位 によ って地下

水面が上下するのでいちがいにはいえない ものの,50セ ンチメー トル程度掘 ると水分

がに じみでて くる。柱 は家屋の規 模によるが,す くな くとも50セ ンチメー トルか ら1

メー トル ほどの深さの穴 に,そ の下部が埋め こまれることになる。fisifisと い って土

中に埋 めこむ部位を焼 いて腐食をふせ ぐよ う手 当が なされ る。 しか し,た とえばパ ン

ノキにつ いていえば,柱 材 と して もちいた場合,耐 久性を欠 くといわれて いる。 そ

こで,柱 材 の選定にはと くに注意がは らわれ,以 下にあげる用 材が とくに このまれ

る。
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3.

2.goisham　 　 梁 　 　 　 　 　 　 4・　ungolap　 　 棟 木

5.boot　 　 　 　 棟 束　 　 　 　 　 6・weoi　 　 　 垂 木

6(7)・weoilimaat両 端 の 垂木 　 　6(8)・weoiluug　 中央 の 垂 木

ll.gapangag　 水 平材 　 　'　 12.　ungoshig　 　 第2棟 木

13.gappiliweoi下 部 水 平 材　 　 14・gat　 　 　　 第2垂 木

16,sogoram　 　 第3棟 木

図4-3屋 　 根 　 構 　 造

　以下の番 号は柱材 と して このんで選 ばれ る順位に したが ってい る5)。

(1)　 gelao(Cordia　 subcordata)6)

　 　 　心材が黒変す るぐらい成長 した ものが最良 という。 これは柱 のほか垂木 として

　　ももちい られ る。 また,耐 水性が高 いので カヌーの用材 として ももちい られ ると

　　のことであ る。

(2)　 gaingiy(Pemψhis　 acidulα)

　 　　重 く,固 い木 である。柱材 としてのみ もちい られ る。エ ラー トには,gaingity

　 　 が1本 しか な く,1979年 夏 に利用 されたために,当 分 のあいだ伐採 できる樹 はな

　　 い。

5)用 材 の 学 名 を 同定 す る に あ た って は,[BuRRows　 and　SpiRo　 l　970][LEssA　 l　977],[SoHN・and

TAwERILMANG　 1976]を 参照 した 。 また,秋 道 智 彌 氏 か ら も助 言 を いた だ い た。

6)1934年 エ ラー トの 西 方 に位 置す る ラモ トレ ック環 礁 を お とず れ た染 木 　 煎 は,カ ヌー格 納 庫

の 柱 に ク ロガ シ(Cordia　 sabcordata)が も ちい られ,そ れ は直 径2メ ー トル ほ ど もあ った と報 告

して い る[染 木 　 1945:409]。
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TL　 goshaash　 　　 土 台(桁 行)　 　 T2.　goshashtab　 　 土 台(梁 間)

T3.　shunnelitab　 柱(四 す み)　 　 T4・shunne　 　 　 柱(桁 行)

T5.　shunnelipPing柱(梁 間)　 　 T6・tipaap　 　 板 壁

T7・peig　 　 　 　 鴨居(桁 行)　 　 T8・tab　 　 　 　 　 鴨居(梁 間)

図5imwtipaapの 壁 構 造

(3)　 yaaro(Premna　 gaudichaudii)

　　 　大木にな らないので,お もにちいさな家屋 の用材 として もちい られ る。家屋の

　　すべての部 材 として もちいることができるが,柱 材 として とくにす ぐれてい る。

(4)uut(Guettarda　 speciosa)

　　 　 固 く重 い木で,柱 に もちい られ る以外に,棟 木,垂 木,桁,梁 に もちい られ る。

(5)　 ragish(CaloPhyllum　 inoPhyl1um)

　　 　 パ ンノキ(mai)に つづ いて大木 にな る樹木で あり,大 きな材が必要 な と き,

　　 これが もちい られ る。耐水性 が高 くカ ヌーの船底部 に ももちいられ る。 しか し,

　　 カ ヌー用材 と して は重 く,そ のためパ ンノキを船底部 に もちいるカヌーがおお く

　　 を しめ る。

(6)　 faaliyap(Eugenia　 juvanica)

　　 　 固 く重い木質 で,棟 木,桁,梁,棟 束 などの部材 として もちい られ る。

以上のほかに家屋の構造材としてもちいられる樹木がある。それらは,柱 材として
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表5家 屋 の 部 分 名 称

Ifaleお よ びimwtegileの 場 合

1.桁

2.梁

3.柱

4.棟 木

5.棟 束

6.垂 木(総 称)

7・ 両 端 の垂 木

8.中 央 の 垂木

9.斜 め材

10.軒 桁

11.水 平 材

12.第2棟 木

13.下 部 水 平材

14.第2垂 木

15.そ ば軒

16.第3棟 木

17.平 軒 受 部

18.軒 材

19・ 軒 水 平 材(上)

20・ 軒 水 平 材(下)

21・ 支 持 材

22.妻 び さ し垂 木

23.妻 び さ し主 材

24.妻 び さ し支 材

25.妻 び さ し支 材連 結 材

26.妻 び さ し水 平 材

27.妻 軒 受 部

28.妻 び さ し第2垂 木

29.妻 び さ し軒 材

tariyelap 

goisham 

siur 

ungolap 

boot 

weoi 

weoilimaat 

weoiluuk  

i  tibut 

meleufeoiu 

gapangag 

ungoshig 

gappiliweoi 

gat 

yaw 

sogoram 

gappiligat 

paiulmaliug 

langoliyaas 

gappilitettal 

faib 

weoilipping 

siurung 

tibolipping 

faibaltibolipping 

gapengagulupping 

gabaorolupping 

gattulupping 

paiulmaliuglipping

30・ 妻 軒水 平 材

31.小 柱

32.横 木

33.開 口部

34.引 戸

35.壁 材

36.床 材

皿imwtipaapの 場 合

Tl・ 土 台(桁 行)

T2.土 台(梁 間)

T3・ 柱(四 す み)

T4.柱(桁 行)

T5.柱(梁 間)

T6.板 壁

T7.鴨 居(桁 行)

T8.鴨 居(梁 間)

T9・ 板 引戸

T10.破 風

Tll・ 棚

tettalipping 

watitit 

gapangagilitit 

getam 

giliyeseisei 

giliyepeopeo 

teppagaw

goshaash 

goshashtab 

shunnelitab 

shunne 

shunnelipping 

tipaap 

peig 

tab 

rishig 

teppau 

keilou

皿 仕 口の 名 称(imwtipaapの 場 合)

a.継 手 溝

b・ ほ ぞ穴

c.ほ ぞ

d・ 壁 の仕 口

e・ 壁 の 仕 口

f・ 鴨居 の仕 口

9.鴨 居 の仕 口

bugobug 

ngetalishunne 

shumalishunne 

gatobolishunne 

ngiilipaap 

ngiilipeig 

 gogolalweoi

はもちいられない種類のものである。以下の番号はもちいられる頻度の高い順になっ

ている。

(1)mai(ArtocarPZts　 SPP.)

　　 　パ ンノキであ る。 どの家屋を とりあげて もパ ンノキがど こか の部材に もちい ら

　　 れて いる。その理 由と して は,木 質がや わらか く,加 工 しやすい とい うことが最

　　大 の理 由で ある。かつ ての大工道具は,刃 物が現在のよ うに鋼製で はな く貝製で

　　 あ ったため に,な おさ ら加工の容易さが もっとも重要 な性質であ った。 また,パ

　　 ンノキの実が食用 にされ ることか ら本数 もおお く,比 較的入手 しやすいというこ
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　　とも重要 な点であ る。

(2)lel(・Morinda citrifolia)

　 　 　柱 と板壁以外 のすべての部材 に もちい られ,虫 がつ きに くく,し なやかで強 い

　　とされ る。

(3)s・ng(Bruguiera　gymnorrhiza)

　 　 　太 くな らないが,ま っす ぐのび る性質 を もって お り,柱 以外のすべて の部材 と

　　 して もちい られる。 しか し,あ ま り長持 しないとの ことであ る。

(4)falmosh(Pandanus　 sp.)

　 　 　柱以外 の部材に もちい られる。 とりわ け,十 分成長 したタコの木であれば,た

　　いへん じょうぶであるとい う。

(5)　 liu(Cocos　 nucifera)

　 　 　十分成長 した ものであれば建築用材 と して もちい ることがで きる。お もに,垂

　　木 に もちい られ る。また,家 屋 の建築や修理 のさい補助材 として もちい られ る。

　 エラー トの家屋 は用材 によ って2つ に 分 類 さ れ る。tilemaiとirawalで あ る。

tilemaiは 柱 と第2垂 木以外 のすべて の用材がパ ンノキを もちいてつ くられ る家屋 を

意味 し,irawalは パ ンノキをふ くめて 数多 くの種類の用材 によ って構成 され る家屋

を意味す る。tilemaiと は,　tileとmaiと か らな る合 成語で,　 tileと はtilcngiも し

くはtittilと 同義語で 「割 る(板 をつ くる)」 を意 味 し,　maiは パ ンノキで あ る。す

なわち 「パ ンノキを割 る(そ して板をつ くる)」 を意味 して いる。irawalと はiraと

walと か らなる合成語で,　iraと は 「材木」をwalと は 「森」を あ らわす。

　 ところで,ト ラ ック諸島において もtinemai?)も し くはwoomeiとwoow6nの2

種 の家屋 があ り,前 者 はパ ンノキを用材 と して もちい,柱 ・梁 ・棟束 ・垂木 などに彫

刻がほどこされ装飾される[浅 川　 1980:142--143;LEBAR　 l963:60,1964:108]。

エ ラー トでは,現 在で はそ うした装飾を もつ家屋 は存在 しないが,か つて はしば しば

梁な どに装 飾がほどこされていた[KRAMER　 l937:87-88]。

　 エラー トの場合,ふ る くはす くな くともfaleに か ぎ って いえば すべてtilemaiで

あ った。 しか し,1958年 に エラー トが台風 に直撃 された さい,tilemaiが す べて倒壊

したため,そ れ以後建築 された家屋 は例外な くiraWalと な り,　tilemaiは 現 存 しな

い。

7)こ の 項 の表 記 は[LEBAR　 1963]に よ る。
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皿.家 屋 の 類 型

1.機 能 に もとつ く類 型

　 エラー トの家屋が分棟形式を とっていることはすで にの べた。

imwとmwaluumwの 種 類 につ いてふれ る。

こ こ で は,faleと

　　 1)　 faleの 場 合(写 真1)

　 エ ラー トにおいてfaleは さまざまな用途に もちい られる。 カ ヌーの格納庫,集 会

所,男 の作業場,島 外か らの客の宿 泊所,病 人がでた ときの病室 などである。 そ うし

た用途に もちい られ るfaleに は大 き くわ けて,　fale(狭 義)とscpa1が あ る。

　sepalと はヤ ップ語のsipalに 由来 し,ヤ ップのsipa1は 波 うちぎわにたて られた

カ ヌー格納庫を さ してい る。sipa1へ は カヌーを陸上にひきあげ ることな く格 納す る

ことがで きる。また左右不同 の形を してい るのが特徴であ る[松 岡　 1943:493]。 エ

ラー トにおけるsepalは,ヤ ップ島での$ipalの よ うな構i造上 の特徴 をそなえて はい

ない。なお,エ ラー トに は現在sepalは1戸 しか な く,　sepalは 家 屋 名と して もちい

られ る。

　faleとsepalを 比 較す ると,規 模 の点か らす れば,　faleは 大 き く,　sepalは ちいさ

い とい うちが いがあ る。 しか し,カ ヌー格納庫 および男 の作業 場 としての機能 におい

て はかわ りはない。 両者 が ことなる点 は,faleがgailangも し くはbugotに 所 有 さ

れているの に対 し,sepa1は,む しろ個人が所有 しているという点 である。そのため

写 真1　 fale
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に,た とえばfaleの 屋 根のふきかえなどの必要 が生 じた とき,エ ラー トにおけ るほか

のgailangか らの協 力を期待で きるが,　sepalの 場合 はその個人の所 属す るgailang

成 員 の協力 しか期待で きない。 また,エ ラー トに土地を所有 し成員 を もつgailang

はか な らずfaleを 所 有 してい るが,　sepalだ け を所有す るということはない。その場

合,た とえ規模が ちい さ くとも 制eと .よばれ る。

　 いっぽ う狭義 のfaleに はfaltamwolとfennapとfennepaliwaが あ る。　faltamwol

と は,酋長(tamwo1)を 世 襲す るgailangのfaleの 意 味で,そ のほか のgailangの

所 有す るfalyaramatと は区別 される。　fennapと は,　faleとlapと か らな りlapは

「おおきい」を意味す る。fennapは 規 模 の大 きいfaleを さす こと もあるが,通 常 の

場合 エラー トで もっとも地位のたかいgailangの 所 有す るfaleを さ している。 す な

わ ち,faltamwolを さ している。　fennepaliwaと はfennapとwaと か らな る語で あ

り,waは 「カヌー」の意であ る。 これは,エ ラー ト全体にかかわ ることにつ いて集

会がひ らかれ るfaleを さす。なお,　 faltamwol,　 fennap,　 fennepaliwaは エ ラー トの

場合 同一 のfaleの ことを さ して いる。 これ らの語 は,名 称が もちい られ る文脈 によ

って使いわけ られている。

　 　 2)　 imwとmwaluumwの 場 合

　 日常生活 において一般 的に,imwと よ ばれ るとき,そ れ は寝 所と して もちい られ

る母屋を さして いる。 しか し,imwが 他 の語 と結びついて合成語 をつ くるとき,さ

まざまな機能 を もつ家屋をさす ことになる。imwは4つ のカテゴ」リーに区分 され る。

す なわ ち,imw(狭 義),　imwliyalius,　 imwettemwaiu(2種 類)で ある。

　狭義のimwに はimwtamwol,　 imwlap,　 imwshigが ふ くまれ る。　imwtamwolと

は 「酋長の家」 を意 味 し,酋 長gailangの 所 有する母屋を さ している。　imwlapと は

「大 きな家」を意味 し,酋 長につ ぐ地位であ るushangのgailangの 所有す る母屋を

さす。imwshigと は 「ちいさな家」を意味 し,一 般 のgailangの 所有す る母屋を さ

す。すなわ ちこれ らのimwはgailangの 地 位に よる類型 ということができる。

　 imwliyaliusと は 「yaliusの 家 」 を意味す る。　yaliusと は,の ちに詳述す るが,超

自然的存在を意味 してい る。imwliyaliusは,海 岸 と平行 に桁行をおいて建て られ,

他 の家屋 とは区別 される。imwliyaliusで はtauyaliusがyaliusを 祭 っていた といわ

れ る。tauyaliUSと は,神 がか りにな って託宣 をおこな う霊能者 のことであるが,そ

の詳細は不明で ある。imwliyaliusは 現 在で はエラー トには存在 しない。

　 imWettemWaiUに よ って総称 され るimWは,「 産小屋」 および 「月経小屋」を さ
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して いる。temwaiu8)と は 「病気 」の意 である。 したが って,　imwettemwaiuと は

「病気 の家」を意味す る。

　 「産小屋」にはimwlipa1,　 imwlipeopeo,　 imwlifaamwの3種 の ものがある。　im-

1ipa1の 場合palだ け で 「産小屋」を意味す る。 なお,　pa1はfaleと 同 系統 の語で あ

る[松 岡　 1943:423]。imwlipeopeoのpeopeoと は,母 子が 「palを で た ことを

祝 う」 という意味で ある。imwlifaamwのfaamwと は,子 供 を 「養 う」 ことを意味

している。 出産の さい,母 子 は月の朔望9)に つれて上記の3種 の 「産小屋」を移動 し

てゆ く。すなわち,臨 月をむかえた女 はまずimwlipalに は いる。 そ して 出産後,月

齢 が25日 目 にな った ときimwlipeopeoに うつ り,月 があ らた ま り月 齢 の1日 目 に

imwlifaamwに うつ る。 そ こで4カ 月 すご した あと,す なわち新 月を4回 むかえた

あと,は じめて母子 は自分た ちのimwに か えることが許 される。

　 「月経小屋」 に はimwttaing,　 imwligabuitagの2種 のものがあ る。imwttaingの

taingと は 「月経」を意味 し,　imwttaingと は 「月経小屋」を さす。　gabuitagと い

う語 につ いてga一 は使 役の接頭辞で,　buitagと は 「のぼる」を意味 し,　gabuitagと

は 「のぼ らせ る」 とな る。imwttaingか ら 「のぼ らせ る」 とい う意 味で あ る。 初潮

のさいには,月 経が は じま るとす ぐにimwttaingに は い り,月 経後は じめてむかえ

た月齢1日 か らかぞえ,4カ 月 をそこです ごしたのちimwligabuitagに 移 る。　imw-

ligabuitagで は4日 間す ごし,自 分 のimwに も どることが許 され る。 い っぽう,2

度 目以後 の月経 のさい には,imwttaingに4日 間 はいるにとどまる。

　 「産小屋」「月経小屋」 は三カ月状 をなす エラー トの両端付近 に建て られて い た。

これ らの 三mwは,出 産や月経 の女 たちが いるため,け がれてお り,　taurongた ちの

もつ超 自然的な力を無効 にす るおそれがあるので,い わば隔離 されていたので ある。

これ らのimwの 建 築 には,　taurong以 外 の男子 たちが あた り,そ の構造 は簡便で あ

り,規 模 もちい さな ものであ った。なお,「 産小屋」「月経小屋」 は現在で はエラー ト

には存在 しない10)。

　 の こるmwaluumwは,　 gailangも し くはbugotを 単 位 とす る集 団が共同 炊事を

す るための小屋で ある(写 真2)。mwaluumwと は,　mwalとuumwと か らなる語

で,mwalと は 「か くす」,　uumwと は 「石蒸 し料理」 もし くは 「石蒸 し料理用の穴」

8)temwaiuはte一 とmwaiuに 分 解 で き,　te一と は否定 を 意 味す る接 頭辞 で,　mwaiuは 「よ い」

　を 意 味す る語 で あ る。 した が って,temwaiuと は 「よ くな い 」 ことを 意味 す る。

9)太 陰暦 の月 は朔 月 を 月 齢1日 とか ぞ え るが,エ ラー トで は 新月 を月齢1日 と し,朔 月 を月 齢

　30日 とか ぞえ る。

10)1909年 の調 査 によ れ ば,エ ラー トには3戸 のimwettemwaiuが 存在 した こ とが記 録 され て

　 い る[KRAMER　 1937:30-31]。
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写 真2mwaluumw

を さす。す なわち,「 石蒸 し料理用の穴 をか くす小屋」がmwaluumwで あ る。mwal-

uumwは 桁 行 が海岸線 と平行に建て られて おり,屋 根構造 は簡単であ る。

2.屋 根構 造 に もとつ く類型

　屋根構造11)に も とつ く類型 には4種 類の ものがあ る。すなわち,imwweoi,　 imwgat

(tiwngat),　 imwgeffat,　 imwsepeigで あ る。

　imwweoiは 垂 木を もつ ものであり,機 能 による類型でいえばimwettemwaiuお

よ びmwaluumw以 外 の ものが これにあたる。 それにたいして,　 imwgatも し くは

tiwngatは 垂 木がな く第2垂 木 に相当する ものと水平材の枠子 で小屋組がつ くられ る。

この両老を くらべてみると,前 者 は後者 に くらべて構造が複雑で,長 期利用が可能で

ある。 それ にたい して,後 者 は比較的簡単 に建築で きるが,長 期 間の使用 に耐えない。

　 imwgeffatは,柱 がな く屋根が直接地面 にふせ られたような形を している(写 真3)。

geffatの うちge一 は使役の接頭辞ga一 の変化形で,　ffatは 「つ きさす」を意味す る。

棟柱 が直接地面 につ きさされて いるために このよ うによばれ る。imwsepeigは,片

屋根を もつ。sepeigは 「片 側」を意味す る。　imwgeffatとimwsepeigは 小 屋組 につ

いては垂木 を もたず,小 規模で簡便な構造 とな って いる。

　 なお,imwgeffatお よ びimwsepeigの 名 称 は,屋 根構造を さす と同時に,お もに

燃料であ るココヤシ穀を貯蔵するため の小屋をさ している。すなわち,こ れ らの名称

は,家 屋 の機能 に もとつ く類型のひとつで もあ る。

11)屋 根構造およびその部分名称については,図4-3を 参照のこと。
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写 真3　 imwgeffat

　 3.壁 構 造 と土 台 構 造 に も とつ く類 型(写 真4,5,6,7)

　falcやsepalは,カ ヌー格納庫 や集会所,作 業場 として利用 され るため,通 常 の場

合壁面 は設 けられて いない。それ にたい してimwとmwaluumwの 類型 にふ くまれ

る家屋に は壁面が存在す る。

　壁 の構造 には,imwtegile,　 imwgoshash,　 gashiliwoshunne,　 imwtipaapの4種 の

ものが あるが,基 本 となるのはimwtegileお よ びimwtipaapで あ る(図6-1,6-

2,6-3)12)。

写 真4　 imwtegile

12)imwtipaapの 構 造 につ いて は 図5を 参 照 の こと。
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　　　　　　　　写真5　 imwtipaap　 パ ンノキで板壁をつくる伝統的な様

　　　　　　　　　　　 式で建てられたものである。

　 imwtegileに つ いて みれば,壁 面 は ココヤ シの葉 で 編んだマ ッ ト(giliyepeopeo)

で つ くられて いる。 壁を支持す る小柱(watitit)は 直径5セ ンチメー トル以 下 のもの

で,屋 根 の重量を ささえていない。壁の小柱 は上端 が第2垂 木に しば りつ けられ,下

端 は地 面に浅 く埋 め られてい る。 いっぽ う,imwtipaapは 壁 面が 板 で できて いる。

tipaapと は板壁を意味す る。 伝統的にはパ ンノキを素材 として一木 でつ くられ,板

壁の厚 さは7--8セ ンチ メー トルほどもあ る。

　 なお,エ ラー トでは現在 ②ところ壁 面 に合板Plaiwut(plywood)を つ か ったim-

wtipaapが2戸 存 在す る。 この種類 の家 屋 は,平 面デザ インにおいて も 特徴的であ

写真6　 1mwtlpaap合 板で壁面がつくられている。 平面

　　　 型は,ヤ ップの家屋ににて長六角形となっている。
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写 真7　imwgoshash

る。通常 のimwtipaapは 板 壁でか こまれ る本体が四辺形 を してお り妻の部 分の壁 は

半円状 にココヤシの葉のマ ッ トでふかれてい る。 それ にた いして,こ の場合,ヤ ップ

島の家屋 ににた六角形の平面 を もってお り,妻 の部分 はそれぞれ区切 られ小室 とな っ

て いる。

　imwgoshashは 土 台goshaashを もつ家屋 で,　 gashiliwoshunneは 土 台の うえに

柱(shunne)が あ る。 この両者 は,　imwtegileとimwtipaapの 中 間型 といえ る。ま

ず,い ずれ も柱 があり,壁 面 が屋根 の重量を支えず,壁 が ココヤ シの葉 のマ ッ トでで

きてい るとい う点で,imwtegileと お な じである。 いっぽ う,土 台 を もって いるとい

う点でimwtipaapと お な じである。 しか し,　imwgoshashに は土台の四すみ に柱が

ないが,gashiliwoshunneの 場合 にはそれがあ るとい う点 において両者 は区別 され る・

　以上の3類 型(機 能 ・屋根構造 ・壁構造 および土台構造)に もとついてエ ラー トの

家屋をまとめた ものが表6で ある。

図6-1～3の 部 分 名 称

31.watitit　 　 　 　 小 柱

33.getam　 　 　 　 開 口部

35。giliyepeopeo　 壁 材

T1.　goshaash』 　 土 台(桁 行)

T3.　shunnelitab　 柱(四 角)

32.gapangagilitit横 木

34.giliyeseisei　 　 引戸

36.teppagaw　 　 　床材

T2・goshashtab　 　 土 台(梁 間)

壁面の拡大図(網代編)
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図6-1　 壁 の構 造(1)-imwtegileの 場合

図6-2　 壁 の 構造(2)-imwgoshashの 場合

図6-3　 壁 の構 造(3)-gashiliwoshunneの 場合

373



機

能

に

も

と

つ

く

類

型

fale

表6家 屋 の 類 型

 1MW

fale

 faltamwol 

falyaramat 

fennap 

fennepaliwa

imwweoi

十

十

十

十

十

十

十

十

十

家根構造にもとつく類型

sepal

imwliyalius

imwgat imwgeffat

 imw

 imwettemwaiu

imwettemwaiu

 imwsepeig

imwtamwol 

imwlap 

imwshig

imwlipel 

imwlipeopeo 

imwlifaamw

 imwttaing 

imwligabuitag

 mwaluumw

十

十

十

十

十

十

壁構造および土台構造にもとつく類型

 imwtegile

±

±

±

十

十

十

十

十

十

 tmwtipaap

十

=ヒ

±

±

 imw-

 goshash

±

±

±

 gashiliwo-
    shunn e.

±

±

±

 imwgeffat 十

 imwsepeig 十
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IV.家 屋の建築 と計測法

　 1.建 築

　 家屋 の建築構造について,4つ の場合があ る。imwtegileを 建 てる場合,小 型 の

imwtegileを 建 てる場合,　imwtipaapを 建 て る場合,　falcを 建 て る場合で ある。

　　 1)　 imwtegileを 建 て る場 合

　以下 に しるす番号の うち(1)か ら(7)は軸 組をつ くる過程,(8)か ら⑳が小屋組をつ くる

過程,四 と㈱ が平軒をつ くる過程,⑳ か ら圃が妻 びさ しをつ くる過程,㈱ か ら岡 が妻

軒 をつ くる過程 である。

(1)あ らか じめ準 備 しておいた桁(taliyelap)お よ び梁(goisham)を 建築 しようと

　す る地面 に井桁 に くむ。四すみか らロープをは り,対 角線(fatifatil)を おな じ長 さ

　 にして柱(siur)の 位 置を決定す る。 なお,こ の方 法 につ いて はのちにあ らためて

　 のべ る。

(2)穴 を 掘 り柱をたてる。 なお,桁 を受 ける柱の上端 は,あ らか じめL字 断面 に整形

　 される。 この部分 はyaangと よ ばれ る。

(3)桁 を柱 にのせ る。

④ 　梁 を桁 にのせ る。

(5)bwauお よ びfaib13)を つ か って棟木(ungolap)を さ さえつ つ,定 位 置にあげる。

(6>棟 木 の中点から四すみ にlimmatelagragを は り,棟 木 の位置決めをす る。 これ

　 について はのちにのべ る。

(7)棟 束(boot)を 立 て る。

(8)両 端 の垂木(weoilimaat)を4本,棟 木 と桁 にわた しかけ しば りつ ける。

(9)中 央 の垂木(weoiluug)を2本 のせて しば りつける。

(1①　の こりの垂木を等間隔でのせて しば りつ ける。 垂木の本数 は5か ら13ま で め奇数

　本 となっている。 何本 の垂木を もうけるかについては,家 屋の規模 しだいで きめ ら

　 れ る。 この点 についてはの ちに くわ しくのべ る。

⑪ 　斜め材(itibut)を 屋 内か ら垂木 にしば りつける。

(12)軒 桁(meleufeoiu)を 軒 先で垂木 に しば りつ ける。

(1剖limmatelagragを は ずす。

⑳　垂木に水平材(gapangag)を しば りつけ る。 水平材 の本数は家屋 の規 模 に よ り

13)bwauお よびfaibに ついてはrongolibaangに もちいられる補助材の項を参照のこと。
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　不定であるが水平材と第2垂 木(gat)と でつ くる四辺形は,人 間が通 りぬけられる

　程度の大きさが必要であるとされる。柱が倒れ屋根の下に人間がとじこめられたと

　き屋根材をやぶって脱出するためである。

⑯　両側の垂木が交叉するところに第2棟 木(ungoshig)を のせ,し ばりつける。

⑯　水平材のうちもっとも下の位置に,下 部水平材(gappiliweoi)を しばる。

(10　水平材の妻側の両端に,そ ば軒(yaw)を しばりつける。 これは水平材の上下に

図7-1平 軒 部 分

1.taliyelapオ 行

3.siur柱

6(7)・weoilimaat両 端 の 垂 木

13.gappiliweoi下 部 水 平 材

14.gat第2垂 木

15.yawそ ば 軒

17.gapPiligat平 軒 受 部

18.paiulmaliug軒 材

19.Iangoiiyaas軒 水 平 材

20.gappilitettal軒 水 平 材

図7-2　 平軒部分(断 面図)
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　とりつけられる。

⑱　第2垂 木を水平材のうちに等間隔でしばりつける(⑭ を参照)。

⑲ 第2垂 木の上に第3棟 木(sogoram)を のせる。

⑳　軒先で第2垂 木を上下か らはさみこむ平軒受部(gapPiligat)を しばりつける。

(2D上 か ら2番 目の水平材(両 屋根 とも)と 棟束をむすんで支持材(faib)を しばりつ

1. taliyelap 

11. gapangag 

14. gat 

22. weoilipping 

25.  faibaltibolipping 

27. gabaorolpping 

29. paiulmaiuglipping

桁

水平材
第2垂 木

妻びさし垂木
妻びさし支材連給材
妻軒受部

i妻びさし軒材

2. goisham 

13. gappiliweoi 

15. yaw 

24. tibolipping 

26. gapangagulupping 

28. gattulupping 

30. tettalipping

梁
最下部水平材
そば軒

妻びさし支材
妻びさし水平材

妻びさし第2垂 木
妻びさし水平材

図8妻 び さ し
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　 ける。 また,中 央の垂木 と上か ら2番 目の水平材がま じわる位置 に支持材をわた し

　 かけ,し ば りつ ける。

働 　第2垂 木 ごとにそえて軒材(paiulmaliug)を さ しこむ。 これは平軒受部 の上か ら

　 下部 水平材 の下にむ けてさ しこみ,平 軒受部に しば りつ ける(図7-1,7-2)。

㈱ 　軒材の最先端 の上下に軒水平材(上)(langoliyaas)と 軒水平材(下)(gapPilitetta1)

　 を しば りつける。

図　妻び さし(pping)側 か らみて,両 屋根 の最高部の水平材に支持材(faib)を わ た

　 しか け,水 平材 に しば りつ ける(図8)(写 真8)。

㈲ 　妻びさ し垂木(weoilipping)を 支持材 の中央 に しば りつける。 なお,妻 びさ し垂

　 木を地面にまでのば し通 し柱のよ うにす る場合,こ れを妻び さし主材(siurung)と

　 よぶ。 ただ しfaleの 場 合,カ ヌーを妻側か ら搬入す るために妻 びさし主材 はもう

　 けられず,か ならず妻び さし垂木 がも うけられ る。

㈱ 屋 内か ら妻びさ し支材(tibolipPing)を2本 は りだす。 これ は梁 の上におかれ,

　 端 は桁 に しば られている。

伽 妻 びさ し支材の先 に妻び さし支材 連結材(faibaltibolipPing)を しば りつ け,2本

　 の妻 びさ し支材をむす びつ ける。

㈱ 　 さきほどの妻びさ し垂木 と妻 びさ し支材 連結材を しば りつける。

写真8　 妻びさしの内側。写真中右側下方

　　　 からのびているのは妻びさし支材

　　　 である。この家屋の場合,妻 びさ

　　　 し水平材が二重にとりつけられて

　　　 いる。
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(29)中 央 の妻 びさ し垂木 と平行 に,両 屋根の各水平材か ら妻び さし垂木 を垂直 にお ろ

　 す。

⑳　地面 と平行 に,も しくは屋根 の傾斜 と平行 に妻 びさし水平材(gapengagulupping)

　 を とりつ け,妻 びさし垂木に しば りつ ける。

(31)妻 び さし第2垂 木(gattulupping)を 妻 びさ し水平 材に しば りつ ける。

働 　妻軒受部(gabaorolupPing)を 最 下部の 妻びさ し水平材の裏側(屋 内側)に しば

　 りつ ける。

圃 　妻びさ し水平材の上 を通 レ,そ のす ぐ上の妻軒受部の下に 妻び さ し軒材(paiul・

　 maliugilipping)を さ しこむ。

㈱　妻 びさ し軒材の最先端の上下に妻軒水平材(tettalipping)を しば りつ け る。

　以上で構造部分の建築が完了 し,こ のあとココヤシの葉で編んだ屋根材(yaas)で

屋根をふき,そ のあと壁面を完成させる。その過程はのちにのべる。

　　 2)　 小 規 模 なimwtegileを 建 て る場 合(写 真9-1～9)

　imwtegileの 場 合 と基本的 には同一であ るが,こ とな っている点 はまず(3)か ら(9)ま

で の作業 を地面 の上でお こない,そ のあ と屋根 を人手であ らか じめたてておいた柱の

上にかつ ぎあげ,の こる作業をつづ けるという点であ る。

　　 3)imwtipaapを 建 て る場 合

(1)土 台(桁 行)(goshaash)を お く。　imwtegileの 場合 とちがい,た だ地面におか

　 れ る14)。

(2)そ の上 に土台(梁 間)(goshashtab)を お き,組 みあわせる。

(3)　 2組 の土台 がま じわ る四す みに小柱(chunnelitab)を た て る(図9-1,9-2)。

(4)土 台(桁 行)の 上の戸柱(chunne)を 立 て る(計8本)。 出入 口は,桁 行 に2カ

　 所ずつ も うけられ る。

(5)土 台(梁 間)の 上の戸柱(chunnelipPing)を 立 て る(計4奉)。 出入 口は,梁 間

　 の中央に1カ 所ずつ もうけ られ る。

(6)板 壁 をいれる(図9-3)。

(7)板 引 戸(rishig)を い れ る。

(8)鴨 居(桁 行)(peig)を の せ る。 これ はL字 の断面を もってい る。

(9)鴨 居(梁 間)(taab)を の せ る。

14)imwtipaapの 構 造 につ い て は 図5を 参 照 の こと。
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写 真9　 小 規 模 なimwtegileの 建 築 過程 。

1.桁 と梁を組みあわせてしばり四辺形をつくる。

2.bwauを つかって棟木を所定の位置にあげる。

3.棟 束 を た て る。
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4.中 央と両端の垂木をしばりつける。

5.の こる垂木,お よび斜め材,第2棟 木をしばりつける。

6・ 水平材およびそば軒をとりつける。
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し

7.第2垂 木を等間隔にしばりつける。

8.第3棟 木をしばりつけ,屋 根の部分が完成する。

9.屋 根全体を多勢でかつぎあげ,あ らかじめたててあった柱

　　のうえにのせる。こののち,屋 根ふきにかかる。
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図9-1仕 口(1) 図9-2仕 口(2)

T1.goshaash　 　 　土 台(桁 行)

T2.　goshashtab　 　 土 台(梁 間)

T3・shunnelitab　 柱(四 す み)

T4.　shunne　 　 柱(桁 行)

T5.　shunnelipping柱(梁 間)

T6.　tipaap　 　 　 　板 壁

T7・peig　 　 　 　 鴨居(桁 行)

T8・tab　 　 　 　 　 鴨 居(梁 間)

a・bugobug　 　 　 継 手 溝

b.ngctalishunne　 ほ ぞ穴

c.shumalishunne　 ほ ぞ

d.gatabolishunne壁 の仕 口

e・ngilipaap　 　 　 壁 の仕 口

図9-3仕 口(3)

　以下 は,faleお よびimwtegileの 場 合 における(5)以下 の手順 と同一である。ただ

し,faleま た はimwtegileの 場 合,垂 木 は桁 の上にのせ,し ば りつ けられ るのに対 し

て,こ の場合,鴨 居(桁 行)のL字 断面 にはめこまれる(図10-1)。 小屋 組,妻 びさ

しの作業 がおわ った のち,破 風(tepPau)お よ び棚(keilou)が つ け られ る(図10-　 2)。

383



国立民族学博物館研究報告　　7巻2号

図10-　1　 仕 ロ(4) 図10-2破 風 の 構 造

3.boot　 　 　 　 　 棟 束 　 　 　 　 　 　6.　weoi　 　 　 　 　 垂 木

T1・goshaash　 　 　 土 台(桁 行)　 　 T2・goshashtab　 　 土 台(梁 間)

T3・shunnelitab　 柱(四 角)　 　 T5・shunnelippin9柱(梁 間)

T6.　tipaap　 　 　 板 壁 　 　 　 　 　 T7・peig　 　 　 　 鴨 居(桁 行)

T8・tab　 　 　 　 鴨 居(梁 間)　 　 T9.　rishing　 　 　 板 引 戸

T10・tepPau　 　 　 破 風 　 　 　 　 　 T11.keilou　 　 　 棚

£ngiilipeig　 　 　 鴨 居 の仕 口　 　 g・gogolalweoi　 　 鴨 居 の仕 口

　　 4)　 faleを 建 て る場 合(写 真10)

　基 本的 にはimwtegileの 場 合 と同一であ る。ただ し,(ee)と ㈱ の平軒をつ くる過程,

お よび ㈱ か ら圃 の妻軒 をつ くる過程が不要で ある。 また,壁 面は もうけ られない。

　　 5)屋 　 根 　 ふ　 き

　屋根をふ く作業 は,fatefatと よ ばれ る。家屋材(yaas)と しては,枯 れた ココヤ シ

の葉 を もちい,そ の根元 および先端 を切 りすて,の こる部分 を網代編みに した もので

ある。 のちにのべるが,屋 根材の長 さはまちまちで,し たが って屋根の規模 によ りこ

とな る。なお,屋 根全体 もまたyaasと よ ばれ る。

　屋根材は,ハ イビスカス(gilifo:Hibisctis　 tileaceus)の 樹 皮を さい て つ くった ヒモ

(fa)を もちいて,そ れぞれの屋根材を桁行方 向に前後をす こしつつ重ね,第2垂 木 に

しば りつ け られ る。
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写 真10faleの 軒先

　屋根材 は表 と裏 とが区別 されてお り,ふ つ うココヤシの葉の表を外にむけてふかれ

るが,屋 根 の棟(ung)の 部 分で は,コ コヤシの葉の裏が外 にむ くようふかれ る。 ま

た,屋 根をふ くさい切妻屋根 の妻側の端には,か な らず屋根材の シンとなって いるコ

コヤシの葉軸 の根元側が くるようにふかれ る。 したが って,屋 根材 には,む か って左

に葉軸 の根元 の くる もの と右に くる ものの2種 類があ ることになる。

(1)軒 先 にしば りつけ られ る屋根材は,男 たちが地上 に立 って しば りつ ける。第一列

　 の屋根材を しば りおえた ところで男た ちは屋根 の上 にあが る。屋根材 は,第2垂 木

　 にしば りつ け られ る。屋根 をふ くには,水 平材を足がか りに して,前 かがみにな っ

　 てお こなわれる。一人の男で数 カ所 の結び 目を担当 し,お おぜ いの男たちが な らん

　 で屋根をふ く　(写 真11)。

(2)屋 根材 は一列つつ順 に しば られて ゆ く。屋根材を しば る位 置がたか くなると屋根

　 材を投げあげなければな らない。

(3)屋 根 材を第3棟 木 のたか さ付 近の位 置まで しば った のち,の こる片屋根のee-一 列

　 を しば りはじめる15)。

(4)(3)と 同 様の過程が くりかえされ,両 屋根 ともにおな じたか さまで屋根材が しば り

　 つ けられ ると,つ ぎの屋根材 は両屋根 とも第2垂 木 にで はな く第3棟 木 に しば りつ

15)新 築 のさい,両 屋根のどちら側かの屋根を疎にふき,屋 根のいたむ時期を早めるようにする。

　 両屋根を同時にふきかえないためである。なお,屋 根材の耐用年数は2-3年 で ある。
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写真11屋 根Σ・き。屋根材は,一 列つつ順にふかれる。

　 けられ る。

(5)choPPatと よぶ ヒモを第2棟 木の下に通す 。　chopPatを 通 す位置は第2垂 木ご

　 とであ る。choppatはfaよ り巾がひろ く長い もので,2本 い っしょに通 され る。

⑥ 　屋根 材を裏がえ しに して もちい,棟 の部分で両屋根の部 分が重 なるように2本 の

　 choppatの う ちの1本 をつか って しば りつ ける。

(7)(6)の 過程 を もういちど くりかえす。の こるchoppatを つ か って しば りつ ける。

(8)さ い ごにungoplglplgを のせtoutouと よばれ る細い棒で第3棟 木 と第2棟 木

　 のあいだを通 してungopigipigを 突 き刺 し,固 定す る(図11)。 　ungopigipigは,

　 ココヤ シの葉を切 りお と して ココヤ シの小 葉を軸部か らひきさき,そ の結果で きる

図11棟 　の　ふ　き　か　た

386



杉藤　 家屋の建築 ・修復に関する伝統的知識と技術

　 1組(2枚)の ココヤシの小葉 と,別 に用意 した ココヤ シの葉を網代編 み してつ く

　 られ る。 つま りungopigipigは つ こう2枚 の ココヤ シの葉をつか って編 まれて い

　 る。 この とき,屋 根材 とちがい ココヤシの葉の先端部 分を切 りお とさず,編 まず に

　 お く。 ところで,ungopigipigはung「 棟 」 とpigipig「 た た く」とか らなる語で,

　 「棟 をたた く」の意である。すなわ ち,こ の先端部分が風でなびき,「 棟 をたた く」

　 わけで ある16)。

(9)妻 び さ しをふ く。妻 びさ しは円錐状 で曲面 にな ってい る。通常の屋根材 では柔軟

　性がな く,曲 面 にあわせてまげる ことがで きない。 そ こで,ungopigipigを つ くる

　 さいとおな じくココヤシの小葉 を軸部 か らひ きさき,2枚 とれ る小葉の部分 を別べ

　 つに屋根材 とおな じく網代編みで編み,2枚 を重ねて妻 びさ し斜め材 もしくは妻 び

　 さ し垂木 にしば りつ ける。妻びさ しは垂直 に近 いので,屋 根材 は屋内か らしば りつ

　 けられる。

　　　6)　 壁 づ く りimwtegi1eの 場 合17)

(1)　 4本 の柱がつ くる平 面よ りやや広い平 面をか こむ ように,等 間隔に小柱(watitit)

　 が たて られる。妻の部 分は半 円状 に小柱がたて ちれ る。小柱 には,直 径5セ ンチメ

　 ー トルばか りのまっす ぐな用材18)を も ちい,そ の基部 はあさ く地面 に突 きさされ,

　 上部はふつ う第2垂 木に しば りつ けられ る。

(2)平 側 に片 面2カ 所つつの開口部(getam)を のぞ き,小 柱 に横木(gapangagilitit)

　 を しば りつける。小柱 と横木がつ くる四辺形 はほぼ正方形にな るよう横木の本数が

　加減 され る。

(3)コ コヤ シの葉 を網代編みに した ものを壁材(giliyepeopeo)と して小柱 や横 木 に

　 しばりつ ける。

2.計 測 法

　エラー トにおける家屋の計測法の基本は,家 屋を建築するさいの主要部分の位置ぎ

めおよび主要部材の長さの相対比を算定することにある。そのさい基本となるのは二

16)ungopigipigは 建築がおこなわれた季節の卓越風とは反対側の棟の先か らふきはじめる。棟

　の先にはungopigiplgの うち,コ コヤシの葉軸の根元にあたる側がむけられる。順に重ねなが

　 らふいてゆき,最 後の一枚をそれまでとは逆に卓越風に葉軸の根元をむけるようにふく。エラ

　ー トでは,雨 が多 く,パ ンノキの実がみのる夏の季節をlechegと よび,こ の季節には南西か

　 らの風が卓越する。乾期でパンノキの実がみのらない冬の季節をyefangと よび,こ の季節は

　東もしくは北東からの風が卓越する。なお,エ ラー トの家屋のうち,通 常のものは,妻 側を海

　岸線にむけているのであるが,そ れは季節風の吹く方向と平行に棟がむけられているというこ

　とでもある。
17)imwtegileの 壁の構造および部分名称については図6-1を 参照のこと。

18)小 柱や横木にはsong(Bruguiera　97morrhiza)が もちいられることがおおい。
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等分法である[ALKIRE　 l970:19--23,　 68-69;BuRRows　 and　 SPIRo　 l953:20,75;

1・EBAR　 　1963:62,1964:131-132]。

　 二等分 は,あ る長 さの部材 にココヤシロープをあて ロープを二等分 し,え られた二

等分点(中 点)を 部材に しるす ことでえ られる。「中点」(2分 の1)は1uug,「4分

の1」 点 はlugolitab,「8分 の1」 点 はlugolipeig,「16分 の1」 点お よび 「32分 の

1」 点 はgalusと よばれ る。なお,二 等分法およびそれ にまつわ る2の 倍数が ミクロ

ネシア社会 にと って重要 な意 味をにな ってい るとい う点 につ いては,す で にい くつか

の報告がみられ る[秋 道　 1980a;ALKIRE　 l　970,1972;石 森 　 1979]。

　 　 1)　 家 屋 の 規 模 の 決 定

　家屋 の規模を規定す るのは桁行の長さである。家屋を建築す るさい依頼者 は,imw

で あ ればそこに居住す る人数,faleで あ ればそ こに格納す るカ ヌーの大 きさを考 慮に

いれ,家 屋 の大 きさを桁行 の長 さで表現 して,両 手を左右に広げたときの両指間の長

さ(尋ngaf)で い くつ と指定する19)。

　 ところで,ト ラ ック諸 島における家屋の規模 は,屋 根ユニ ッ トを桁行方向 に何枚 な

らべ るかによ って表示 され る20)[LEBAR　 I　963:64-65;浅 川　 1980:147]。 　 トラ

ック諸 島の屋根材 はゾ ウゲヤ シの葉でつ くられ1尋 が その長 さで ある[浅 川　 1980:

144-146]。 つ ま り,屋 根 材が規格化 されてい るわ けであ る。 しか し,エ ラー トで は

先にのべたように,枯 れた ココヤシの葉を編んで屋根材 とす る。利用 され るココヤ シ

の葉の長 さはまちまちであ り規格化 されていない。それ ゆえ,エ ラー トで は,屋 根材

の枚数によ って家屋の規模 を表示す るとい う トラック方式を もちい ることがで きない。

む しろ身体部位を もちいた表示 によって桁行の長 さを示すわけである。桁行の長 さは,

そのほかの部材 の長 さを決定す るさいの基準 とな り,ひ いては家屋 の大 きさを決定す

ることになる。

　　 2)　 梁 問 と桁 行 の比

　梁 間はshoilapalと よばれ,桁 行 はerailと よ ばれ る。 梁間は桁行 との比 によって

長 さが決定される。 なお,部 材の名称 で い え ば,梁 間 は梁(goisham),桁 行 は桁

(taliyelap)に あた る。

　エ ラー トでは梁の長 さは,桁 の長 さの8分 の3か ら8分 の5の 長 さであることが望

19)こ れと同 じ方法はウォレアイ環礁でもおこなわれる[ALKIRE　 l　970=19]。

20)F・LeBarに よれば,屋根ユニットの枚数は 「指」の本数をあらわす助数詞(・ayt)を もちいて

　表示される[LEBAR　 1963:6一65]が,浅 川によれば,屋 根ユニットの枚数をあらわす助数

　詞は,「指」をあらわす6utで はなく 「列」をあらわすau6tで あるとのことである。たとえ　
ば,fuau6t(7列)の ようにもちいられる[浅 川　1980;147]。
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ま しい とされる。8分 の3お よび8分 の5の 長 さは,二 等分法によ って え られ る。す

なわ ち,ま ず用意 した桁 に ロープをあて,そ の長 さをうつ しとる。つ いで,そ のロー

プを二 分 し,中 点luugを わ りだす。 この過程をあ と2回 くりかえ し,つ こう3回 二

等 分法をおこなえば8分 の1の 長 さをみちび くことがで きる。 この8分 の1の3倍,

5倍 が それぞれ8分 の3,8分 の5の 長 さとい うことになる。

　 エ ラー トに現存す る家屋 の寸法か ら梁間 と桁行 の比を算 出す る(表7)。 こ の比を

ここでは縦横比 とよぶ。 これ は梁間の値を桁行 の値 で除 した もので,桁 行 を1と して

算出 した比で ある。縦横比 は,平 均0.59,最 大 値O.83,最 少 値0.35で 分布 して おり,

縦 横比の理 想値8分 の3(0.38)か ら8分 の5(0.63)の 値 をふ くみ こんでいる。縦

横比を算出するにあた って対象 とした22戸 の家屋 の うち,13戸 が この理想値 にふ くま

れ,1戸 が理想値を したまわ るほか,の こる8戸 が理想値 をうわまわ っている。すな

わ ち,現 実の家屋 の約6割 は理想値 内にふ くまれ るものの,理 想値に くらべて家屋の

表7縦 横 比 ・高 さ 比

家屋番
号 家 屋 名 縦横比 高さ比

1. Latowa 

3. Gasuereol 
   (Libolirang) 

4. Geleisiya 

6. Welipiy 

8. Metaar 

10. Fasseour 

11. Lugal 
13. Gatiyafash 

14. Wolippar 
   (Weligeshushu) 

15. Maifash 
17. Rugulong 

18. Gateopalei 

19. Fassefang 

20. Faliyap 

22. Lugeriya 
24. Gatiyerang 

25. Faligilyaw 

28. Lmeoluw 
29. Lmeoluw 

30. Imwepeo 

32. Salingeluw 

33. Gatiyafash

0.78 

0.46 

0.54 

0.69 

0.48 

0.56 

0.66 

0.63 

0.63 

0.5 

0.83 

0.60 

0.71 

0.4 

0.35 

0.71 

0.56 

0.65 

0.38 

0.73 

0.49 

0.56

0.83 

0.79 

0.73 

0.93 

0.94 

0.83 

0.79 

0.76 

0.93 

0.72 

0.87 

0.65 

0.76 

0.87 

0.88 

0.68 

0.82 

0.92 

0.82 

0.92 

0.69 

0.69

rongの 対象 外 のmwaluumwお よ びsepalは 除 外 し

て あ る。
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平面形が正方形に近いものが多いことがわかる21)。

　　 3)　 梁 間 と棟 高 の比

　 この比 は,梁 と棟 束の長 さの比 によって もとめ られ る。 これを ここでは 「高 さ比」

とよぶ ことにす る。棟束の長さを梁 の長 さで除 して,梁 の長 さを1と おいた ときの棟

束の長 さを あ らわす値である。

　エ ラー トにお いて は,高 さ比 につ いて,2通 りの数値があ る。ひとつ は,32分 の25

か ら8分 の7ま での比を もつ もので,の こりは,8分 の7か ら16分 の15ま で の比を も

つ もので ある。 前者がimwshig,　 falyaramatの 高 さ比で あるのにた い し,後 者 は先

にのべたimwtamwol,　 faltamwolの 高 さ比である。 したが って,高 さ比は地 位の差

を表示 して いることにな る。

　 エラー トに現存す る家屋の高 さ比 を算 出す る(表7)。 それ によれば,高 さ比 は,平

均0.81,最 大 値0.94,最 少値0.65の 値 で分布 してい る。高 さ比の理想値 にふ くまれ る

家屋 は,22戸 中14戸 で あ り,6割 強 の家屋がふ くまれて いる。の こる8戸 はすべて理

想値を したまわ ってい る。理想値 は,先 にのべたように8分 の7(0.88)を 境 に二分 さ

れ る。0.88以 上 の数値を もつ家屋は8戸 ある。8戸 の家屋 のうち家屋 名で いえば0.94

の高 さ比を もつMetaarお よ び0.93のWoliparは 元酋長gailang22)のSaufalashig

の 所 有家屋 であ った。の こるWolipiy,　 Rugulong,　 Faliyap,　 Lemeoluw,　 Imwpeoは

す べて,現 酋長gailangのSauwclの 所 有 とな って いる。 したが って,0.88以 上 の

高 さ比を もつ家屋 はすべて例外な く,imwtamwolも し くはfaltamwolと い うこと

がで きる。

W・Alkireに よ ればウォ レアイ環礁における梁(guisham)23)と 棟 束(bwot)の 比 が,

通 常の家屋(imaliaramat)で は2対1す なわ ちO・5で あり,酋 長の家屋(imalitamol)

にお いては4対3す なわ ち0.75,葬 屋(imalipei)も し くは カ ミの家(imaliyalus)で

は8対7す なわち0.88と 報 告 している[ALKIRE　 l970:20]。

　 そのほか,エ ラー ト周辺の島 じまの家屋 の高 さ比に 関す るデ ータを比 較す る とつ

21)サ タワル 島 に お け る家 屋 の縦 横 比 の理 想 値 は,0.5(梁 は 桁 の2分 の1)と の ことで あ る[須

　 藤1980b:178]。

22)現 在,エ ラー トの酋 長 はSauwel　 gailangか らで て い るが,伝 統 的 にはSaUfalashig　 gailang

　 か らで る こ とに な って い た 。 しか し,前 酋 長 で そ の血 統 が絶 えた た め に,酋 長位 は,酋 長 につ

　 ぐ地 位 のushangの 地位 に あ ったSauwelの 者 が酋 長 に な った 。 しか し,酋 長位 の 継 承 につ い

　 て は,現 酋 長 が 正統 の酋 長 で は ない の で今 後 流 動 的で あ る。

　 　な お,現 在,エ ラー トにはSaufalashigの 成 員 が存 在 す るが,こ れ は別 系 統 のSaufalashig

　 で あ り,酋 長 位 を つ ぐこ とは で き ない 。

23)こ の項 の表 記 はAlkire[1970]に よ る。 本稿 の表 記 は つ ぎの ご と くで あ る。　guiSham→gois-

　 ham,　 imaliaramat→imwliyaramat,　 imalitamaol→imwlitamwol,　 imailpei→?,　 imaliyalus→

　 imwliyaliuS.
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ぎのごと くとなる。 サタワル島におけ る高 さ比

は8分 の5な いし16分 の9を 理 想 とす る[須 藤

1980b:179]。 ポナ ペ ・パ ラオ ・ヤ ップ各 島の集

会所 の屋根の傾斜 角は60度 であ るのにたい し,ト

ラック諸島 トル島の ウー トは30度 と な って いる

[浅川 　 1980:170]。 プ ルスク島 における屋根の

傾斜角 は45度 である[中 村　 1977:584】 。 それ ぞ

れを本稿 の高 さ比に換算す ると,サ タ ワル のそれ

が0・63か ら0.56,ポ ナペ ・ノxeラオ ・ヤ ップが0.87,

トラ ックが0.29,プ ル スクが0.5と い う数 値 にな

る(表8)。 これ らの 数値を単純 に比較 してみ る

とポナペ ・パ ラオ ・ヤ ップを別に して,ト ラック

のそれを最低 として西 にゆ くほどその値が高 くな

っている。

表8　 高さ比の比較

ポ　ナ　ペ

トラ ッ ク

プ ル ス ク

サ タ ワ ル

エ ラ ー ト

ウ オ レア イ

ヤ ッ プ

パ ラ オ

0.87

0,29

0.5

0.63-0.56

0.78-0.88

0.88-0.94

0.5

0。75

0.88

0.87

◎.87

注)ポ ナペ ・トラ ック ・ヤ ップ ・パ

　 　 ラオの各 島 につ い て は浅 川[19

　 80:170],プ ル ス ク島 につ い て

　 　は 中村[1977:584],サ タ ワル 島

　 　につ い て は須 藤[1980b:179],

　 　 ウオ レア イ環 礁 につ いて はAl.

　 kire[1970:20]を もと に作成 。

　なお,高 さ比 の機能的 な説明 として,屋 根 の傾斜角が大 きいほど,つ まり高 さ比 が

大きいほど雨が もりに くく,屋 根が長 もちす るといわれ る。 この問題 については,水

はけと風 との関係 に もとめ られ る。す なわ ち,水 はけをよ くす るために屋根 の傾斜角

をす るどくす るが,風 あた りか らすれば,傾 斜角をするど くす るわ けにはいか ないわ

けである[浅 川　 1980:170;須 藤 　 1980b:179]。

　　 4)　 棟 木 と桁 の長 さ

　棟木は桁 よりも長 くなければならないとされる。すなわち,棟 木が桁よりつきでた

いわゆる舟形屋根をつ くるためである。

　棟木の長さの決定には,エ ラー トではこれまでの例のような具体的な計測法を もっ

ていない。ウォレアイ環礁の家屋の棟木の長さは桁の両端か らそれぞれヒジか ら指先

までの長さずつ長 くなるよう測 られる 「ALKIRE　 l970:20]。 そのほかサタワル島で

は,棟 木の長さは桁の長さよりも一尋長 くとられる[須 藤　1980b:178】 。

　エラー トにおける棟木が桁よりも長いという点の機能的な説明としては,妻 びさし

をつくる空間のためにも棟木はつきだしていなければならないといわれる。 もし棟木

で十分な長さをとることができなければ,第2棟 木をつきださせて第2垂 木を妻側に

かたむけることによって解決することもできるとのことである。
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　　 5)　 柱 の 位 置 の 決 定

　 家屋を建 てよ うとす る地 面に,梁 と桁で井桁を くむ。 四すみか ら対角線 に ロープを

はり,両 対角線が等 しい長 さになるよう井 桁を調 節す る。 対角線を 測 定す る ことを

gapofatilと い い,2本 の対角線 を測 定す ることをgapofatifatilと い う。　gapoは

「測 る」で あり,fatilは 「対角線」,　fatifatilは 「2本 の対角線」 をそれぞれ意味す

る。 なお,サ タワル島で は,柱 の位置は,井 桁 を組んだ梁 と桁 のむかいあう長 さが等

しいこと,対 角線 の長 さが等 しい ことを確認す ることによりえ られ る[須 藤 　 1980b:

180]。

　 　 6)　 棟 木 の 位 置 の 決 定

棟木 が妻側 に等 しい長 さにつ きで るようにす る方法であ る。棟 木の中点 に4本 の等

しい長さの ロープをむすびつ け,ロ ープの先を柱 にあて,棟 木 の位置を調節す る。 こ

の ロープはlimmatelagragと よばれ,あ る種 の ヒ トデの名前 とのことであ る。

　　 7)　 垂 木 の 間 隔

　垂木の本 数には家屋の大 きさによ り,5,7,9,11,13本 の5種 のものがあ る。 なお,

現 存す るものでは7本 が最大であ る。

　計測法の基本である二等分法を もちいて垂木 の間隔を決定す る場合,垂 木 の本数 が

5,9本 の さいには容易にその位 置を決定で きる。 しか し,7,11,13本 の 場合 には,

単 純 に二等 分法 を もちいるだ けで はその位 置を決定す ることができない。 エラー トで

の聞 きとりで は,人 び とはみればわか るというだけで,具 体的な方法 を聞 きとること

図12二 等分法による垂木間隔の決定(垂 木7本 の場合)

　 　 注)[ALKrRE　 1970:21-22]を もとに作図。
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ができなか った。

　 ところで,W.　 Alkireは 垂 木7本 の場合に二等 分法 のみで その間隔をわ りだす方法

について ウ ォレアイ環礁 におけ る事例 を報告 して いる[ALKIRE　 1970:21-22]。 そ

れはつぎのとおりであ る。家大工 はまず用意 していた桁 の上 に9本 の垂木をお くと仮

定 して9カ 所 の印をつ ける(両 端をふ くむ)。 す なわ ち二等分法を3回 くりかえ して,

8等 分の箇所 にそれぞれ1本 ずつ9本 の垂木をお くと仮定す る。つづいて,こ の目盛

で8分 の3の 長 さを はか り,こ れ を2等 分す る。す ると16分 の3が で きる。 この長 さ

を さらに2等 分 しその 「中点」 を9本 の垂木 をお くと仮定 した桁 の 「4分 の1」 点 に

あて16分 の3の 長 さの箇所に印をつ ける(図12)。 つ まり,本 来7本 の垂木を お くと

す るとその間隔は所定の桁 の6分 の1で あるはず であるが,そ の6分 の1の 値を16分

の3で 近似 させ ようというわけで ある。

V.家 屋の修復の知識 と技術

1.三 種 類 のbaang

　 「家屋修復の伝統的知識」であるrongolibbangは,か な らず しも家屋修 復 に関

す る知識だけを意味 しない。 じつ は3種 類のrongolibaangが 存 在 す る。3種 類 の

rongolibaangと は,　bangiw　 a,　bangifal,　 bangiyaramatで あ る。

　 bangiwaと は,　waのbaangの 意 である。　waは 「カヌー」を意味 し,カ ヌーが

洋上で転覆 したさい,そ れをたてなおす ための知 識であ る。bangifalと は,　 falの

baangの 意 である。　fa1はfaleで 「カヌー格納庫 ・集会所」を意味す る。 じつは,

本 稿でふれ ようとする家屋修復の 伝統的知識rongolibaangと は,こ のbangifalの

ことなのであ る。baIlgiyaramatと は,　yaramatのbaangの 意 である。　yaramatと

は 「人間」を意味す る。 このときのbaangと は護 身術で ある。

　 この3種 類におな じrongolibaangの 語 があて られ る理 由について は類推 が可能で

ある。た とえば,bangifalの なか には,台 風等 の強風 のために家屋の屋根 全体がふ

きとば された とき,そ の屋根を もとにもどす方法 がある。bangiwaと は,突 風 など

によりカヌーが転覆 した さい,カ ヌーを海岸に まで曳行す ることな く海上で復原 させ

る知識で ある。bangiyaramatと は,人 におそわれた ときに くずれた 自分 の体勢をた

てなお し,相 手を うちまかす という意味である。すなわ ち,こ の3種 のrongolibaang

の共 通項か らみ るとbaangと は,「 なん らかの原因で もとの状態を くず していた もの

を,も との状態に復 させ ること」 とかんがえ られ る。
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　 ところで,J.　 caugheyは トラ ック諸島における9種 のsowuroong24)を あ げて い

る。 そのな か に,sowupwenと い うsowuroongが あ げ られ て い る[CAuGHEY

l977:131]。 　pwenは エ ラー トでい うbaangに 相 当す る。 ところが,か れのあげた

sowupwenと は,格 闘技 の専門家を意味 してい る。 す なわ ち,か れのいうpwenと

は エ ラー トでい うbangiyaramatに あた る。　bangiwaな らびにbangifalに つ いては

記述が ない。

　 3種 類 のrongolibaangの うち本稿で とりあげ るのはbangifalで あ る。 家屋修復

の知識 と してfaleの 名 称が もちい られ る理 由は,　Maliumai氏 に よれば,　faleが な

に よりもほかの家屋に くらべて大 きいために,あ る種の特別 な知識が必要であるか ら

との ことであ る。bangifalの 名称の とお りbangifalは 本 来faleを そ の対象 とす る。

しか し,Maliumai氏 に よれば 飴le以 外の家屋 をその対象 とす ること もある。 ただ

し,imwettemwaiuで 総 称 され るimwお よ びmwaluumw,　 sepalに つ いて は,そ の

対象か ら除外 され る。imwettemwaiuが 除 外 され るのはさきにのべたよ うに,出 産 ・

月経に ともな うけがれがtaubaangの 力 を無効にす るという理 由による。 しか し,家

屋 の構造 とい う点か らみれば,こ れ らの除外 される家屋 はいずれ も小規模で あり,簡

便 な構造 を もって いる。それゆえtaubaangが の りだす まで もな く除外 され ると もか

んがえ られ る。 なお,fale以 外 の家屋 を対象 とす る場合 には,の ちにのべ るbangitab

を お こな う必要が ない。bangitabと はrongolibaangを お こなうさいにと もな うタ

ブーを さして いる。

　 また,rongolibaangが 対 象 とす るのはそれが適用される家屋 のなかで も特定 の部

材 にか ぎられてい る。 す なわち,柱,桁,梁,垂 木,棟 木 および屋根全体 である。

rongolibaangが 対 象とするのは家屋構造 にあ って もと くにその主要部 材 にか ぎ られ

るわ けであ る。

2.rongolibaangの 補 助 材

　rongolibaangの 作 業過程でい くつかの補助材が もちいられ る(表9)。 そ れ らを列

記す ると,つ ぎの ごとくとなる。

(1)tiib:「 テ コ 」。 テ コ は 突 き 棒(peshebubu),支 点(langolipash),押 し棒(tiib)

　 か ら な る 。

(2)gannebong:「 足 場 」。 棟 木 を 交 換 す る さ い 屋 内 に 建 て られ る 。

24)こ の項 の 現 地語 表 記 はCaughey[1977]に よ る。 な お,本 稿 の表 記 で は つ ぎの と お りで あ

　 る。sowurong→taurong,　 sowupwen→taubaang,　 pwen→baang・
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表9補 助 材 の 使 用

補助材名

修復箇所

 tiib 

gannebong 

yaramat 

paash 

bwau 

faib 

meleufeoiu 

goisham 

 laango 

gatiyeti 

sogosog 

limmatelagrag 

tal

柱 桁 梁
垂 棟 屋
木 木 根

(3)yaramat:「 つ っかえ棒」。　yaramatと は本来 「人 間」を意味す る。

(4)paash:「 つ っか え棒」。　paashは2本 の棒をク ロスさせ,余 裕 を もたせて しば っ

　た もので,2本 の棒のなす角度を調節する ことにより支え る高 さを 自由に変化させ

　 ることがで きる。

(5)bwau:固 定 されずに自由に動かせ るようセ ットされる棒で,修 復 され る部材を

　仮 りにささえた り,部 材 を引きあげるための ロープを通す位置を調節す るさい もち

　 いられる。

⑥faib:本 来 「支持材」を意味す るが,補 助材 と して ももちい られ る。以下で は補

　助材 と してのfaibを 「補 助支持材」 とよぶ ことにす る。

(7)meleufeoiu:本 来 「軒桁」を意味す るが,補 助材 として ももちい られる。以下で

　 は補助材 と してのmeleufeoiuを 「補助軒桁」 とよぶ ことにする。

(8)goisham:本 来 「梁」を意味す るが,補 助材 と して ももちい られ る。以下で は補

　 助材 と してのgoishamを 「補助梁」 とよぶ ことにす る。

(9)　1aangO:「 こ ろ」。

(10)gatiyeti:「 ものさ し」。垂木の間隔をそ ろえ るためにつかわれ る。

(1D　sogosog:修 復 しようとす る部材が左右にふれるのをふせ ぐための ロープ。

⑫　limmatelagrag:あ る種 の ヒ トデの名称で,棟 木が適切な位 置に くるよ う調節す

　 るための ロープ。

(13)　tal:　 「引き綱」。
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　 3.　 rongolibaang

　 rongolibaangは 以 下にのべ る6種 類7通 りの技法か らな ってお り,「 柱の交換」か

らは じまり,し だいにむずか しい ものへ とならべ られている。 筆者がrongolibaang

を伝 授 されたさいに もこの順番 で伝授が おこなわれた。

　 なお,屋 根 の復原 については,そ のほかの場合 とことなる。対象 とす る家屋 はimw・

tipaapで あ る。　imwtipaapは 先 にのべたよ うに,垂 木 はただL字 断面の鴨居(桁 行)

の うえにのせ られて いるだ けで,そ れだ け風 にふ きとばされやすい とのことであ る。

　　 1)　 柱 の交 換(図13)

(1)交 換 しようとす る柱 にま近の位置で,tiibを 桁 の下 にす えつ ける。

(2)交 換 しようとす る柱の近 くにす えたtiibよ りも,桁 の中央 よりにpaashす えつ

　 ける。

(3)交 換 しようとす る柱の上の桁 とは反対側の桁に数 本のyaramatを つ っかえ 棒 と

　 して しば りつける。片側を持 ちあげた さいに家屋 が倒れ るのを防 ぐためで ある。

(4)tiibを 押 し,桁 を持 ちあげ る。

(5)paashを しめつ ける。

(6)持 ち あげ られた桁を支え るためにyaramatをpaashの 近 くにたて,つ っか え

　棒 とす る。

(7)柱 の周囲を掘 り,抜 きとる。

(8)準 備 しておいた新 しい柱をいれ,穴 を うめなおす。

図13柱 　　の　　交　　換
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(9)tiibを 押 しあげ,桁 の下のyaramatを はずす。

(1⑪paashを ゆ るめ桁 を新 しいsiurの うえにおろす。

⑪ 　補助材を はずす。

　 　 2)　 桁 の 交 換(図14)

(1)交 換 しよ うとす る桁 に平行 して軒先 に補助軒桁1を しば りつける。

　 これは,の き全体 にわた って取 りつ け られ るが,ふ つ う,補 助軒桁 は用意 した材を

　 2-3本 つ ぎた して しば りつ けられて もちい られ る。

(2)tiibを 補 助軒桁1の 両端 に一カ所ず つす えつ ける。

(3)paashを 補 助軒桁1の 両端 にす えつ ける。　paashの 数 は,屋 根の大 きさ しだ いで

　 加減 され る。

(4)交 換 しようとす る桁 とは反対側の桁 に数本 のyaramatを しば りつ ける。

(5)tiibを 押 し,屋 根 の片側を うかせ る。

(6)paashを しめつ ける。

(7)補 助 軒桁1の 下 にyaramatを た て,支 え とす る。 本数 は,屋 根 の大 きさによ っ

　 て加減す る。

(8)bwauを2本 屋内に持 ち込み,そ れぞれ一端 を交換 しよ うとす る桁の側の柱の根

　 元 にす え,こ の桁 行 とは直角 に床にねかせ る。 このbwauは,柱 の地上部分 よりも

　 やや長 めで ある。

(9)新 しい桁 を屋 内に持 ちこみ,(8)で 用 意 したbwauの 上 にのせ る。 そ の位 置 は

　 bwauを 立 てた とき,桁 の高 さにな る位置にあたる。

(1⑪　補助軒桁 皿を用意 し,梁 よりも上 の位 置で垂木 にしば りつける。

図14桁 　　の　　交　　換
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⑪ 　補助軒桁 皿と梁 をしば りつ け る。桁を はずす とき梁 の重みを さけ,ま たその脱落

　 をふせ ぐた めであ る。

⑫　補助梁 を梁 よ りも上部で棟 束お よび垂木 に しば りつける。棟束を脱落 させ ないた

　 めであ る。

⑱　 talを2本,補 助軒桁 皿のす ぐ上の位 置で屋根材のす き間を通 し,補 助軒桁 皿の

　 上を経由 して桁 の両端 にしば りつけ る。

αの 桁 と梁,垂 木 をつ ないでい るロープを切断す る。

⑮ 　talで さ さえつつ桁を おろす。

⑯ 桁を はこびだす。

⑰ 　さきほどのtalを,　 bwauに のせておいた新 しい桁 にbwauと もども しば りつ け

　 る。

⑱talを ひ き,桁 を もちあげる。 このときbwauは 桁 の支え とな ってい る。

　 　新 しい桁を所定 の位 置にすえ る。

⑲　 tiibを 押 し,　yaramatを はず しpaashを ゆ るめ る。

⑳ 　新 しい桁 と梁,垂 木 を しば りつ ける。

⑳ 　補 助材をかたづ ける。

　 　 3)　 梁 の 交 換(図15)

(1)交 換 しよ うとす る梁 の側のどち らかの柱の 根元 にbwauの 一 端 をあて,屋 内 の

　 床に横 たえる。bwauの 長 さは,柱 の地上部分 よ りもい くぶん長 くしなければな ら

　 ない。

(2)交 換 す る梁 よ りも上の位置で補助梁goishamを 棟 束 と垂木にむすびつ ける。

(3)talを 補 助梁の うえにかける。

図15梁 　　の　　交　　換
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(4)新 しい梁を屋内には こびいれ,そ の一端をbwauに の せ,他 端をbwauが あ て

　 られて いる柱 とは反対側の柱 の根元 にあてる。

(5)補 助 梁 にか けたtalを 新 しい梁 とbwauに しば りつ ける。

⑥　talを ひ き,新 しい梁 を桁 にもたせ かける。

(7)talを はず し,新 しい梁の地面につ いて いる端に しば りなおす。

(8)talを ひ き,新 しい梁のの こる端 を桁 の上 にのせ る。 これで新 旧の梁 がな らんで

　 桁にの ってい るわけであ る。

(9)交 換 しよ うとす る側 の梁の棟束 の近 くで,棟 木の適当な位置 にあた るようにtiib

　 を すえつける。

⑩ 桁 と交換 しよ うとす る梁をむす んで いるロープを切断す る。

⑪　tiibを 押 し棟木を押 しあげ る。

⑫　交換 しようとす る梁 をつ いて棟束 をはず し,梁 を下におろす。

⑱ 　新 しい梁 を定位 置にす える。

ω 　tiibを もど し,棟 束を梁 の上 にのせ る。

㈲ 　新 しい梁 と桁を ロープでむすぶ。

⑯ 　補助材 をかたづけ る。

　　 4)　 垂 木 の 交 換(1)(図16)

(1)交 換 しよ うとす る垂木(両 端 の垂木(weoilimaat)の 場合で ある)を むすんで い

　 るすべて の ロープを切断する。

図16垂 　木 　の 　交 　換
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(2)こ の垂木を適 当な数箇所で切断す る。

(3)切 断 した垂木 をぬきとる。

(4)棟 木 にtalを か け,新 しい垂木 にむすびつ ける。

(5)talを ひ き,新 しい垂木 をひきあげ る。

(6)妻 び さしの側か ら新 しい垂木 を所定の位置に押 しこむ。

(7)新 しい垂木 をロープで しば り固定す る。

(8)　か たづける。

　　 5)　 垂 木の交換(2)(図16)

　中間部の垂木の交換の事例である。ここでは妻びさしか らかぞえて2番 目の垂木を

交換する場合をのべる。そのほかの場合でも(4)から(7)の過程を くりかえす ことによっ

てどの垂木でも移動 させ交換することができる。

(1)交 換 しようとす る垂木 につ なが るすべてのロープを切断する。

(2)こ の垂木を適 当な数 箇所で切断す る。

(3)切 断 した垂木 を順次 ぬきとる。

(4)は ず した垂木 に対 して妻 びさ しに遠い側の垂木 の上を通 して 適 当 な 位 置 で2本

　 (上部 と下部)のtalを か け,妻 び さし側 の垂木(weoilimaat)に む すびつける。

(5)妻 び さ し側の垂木を 固定 している ロープを切断する。

(6)talを ひ き,あ らか じめ垂木の間隔にあわせて 切 っておいたgatiyetiを もちいて

　 垂木の間隔にあわせて所定の位 置に垂木をはめ こむ。

(7)移 動 させた垂木をu一 プで しば り固定す る。

(8)棟 木 にtalを か け,新 しい垂木 にむす びつ ける。

(9)ta1を ひ き,新 しい垂木を もちあげる。

(le)妻 び さしの側 より新 しい垂木 を所定の位置に押 しこむ。

⑪ 　新 しい垂木を ロープで しばり固定する。

⑫ 　かたづ ける。

　　 6)　 棟 木 の 交 換(図17,18)

(1)gannebongを 組 み立て る・gannebongは,最 上部の水平材 までの高 さのyara-

　 mat(1)お よ び,桁 の長 さ ほどのyaramat(皿)か らなる。　yaramat(1)を 等

　 間隔でな らべたてて,最 上部 の水平材に しば りつ ける。棟木 をはさんで反対側 の最

　上部 の水平材 に も,yaramat(1)を 等 間 隔でな らべたて,し ば りつける。　yaramat

　 (1)の 本 数は家屋 の大 きさしだいできめ られ る。
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図17　 gannebongの 仕 組

図18棟 木 の 交 換

(2)yaramat(丑)を 水平 に下か ら順 にyaramat(1)に 等 間隔で しば りつけてい く・

　 間隔 は棟木の重 さ しだいで決 め られ る。

(3)(1),(2)で つ くった2組 のgannebongに 橋 わた し可能な長 さの補助支持材1を2

　 本,gannebongの 最 上部で,そ の両端にわた しかけて お く。

401



国立民族学博物館研究報告　 7巻2号

(4)talを2本 棟木 の両端 に しば り,第2棟 木の上を経 由 して屋根材の下 を くぐらせ,

　 屋根の外 になげだ して お く。 このtalは 十分 な長 さが必要である。

(5)1aallgoを2組 のgannebongの あ いだの地面 に数本 ならべてお く。 おろした 棟

　 木を搬 出す るた めであ る。

(6)棟 木 にむすばれていたすべての ロープを切断す る。

(7)屋 根 の外 に出 しておいたtalを ひ き,棟 木を確保す る。

(8)棟 束 をつ いて はずす。

(9)talを ゆ るめ,　gannebongに わ た しか けた補助支 持材1で 確保 しつつ棟木をお ろ

　 してゆ く。梁 は片側ずつ順 にさける。

(10)お ろ した棟木を1aangoに のせて搬出する。

(1D　両 側 の梁か ら等 距離 の位 置に,補 助梁を桁 にのせ しば りつ ける。

⑫ 　補助梁 の支 えとして数本 のyaramatを た て,そ の下 につ っかえ棒 とす る。

⑱ 　補助梁 の中点の直下 に浅 い穴 を掘 る。

qの 棟木 の位置までの高 さを もっbwauを2本 用意 し,そ の先端近 くに補助支持材皿

　 をむすびつ け2本 のbwauを 連 結す る。

⑮bwauの 一 端を補助梁 の下の穴 にいれ,ど ちらか都合 のよい側の梁 の上 に もたせ

　 かける。 このbwauは2組 のgannebongの あ いだにた て られ ることになる・

(16)新 しい棟木 をさきほ どの 梁 に もたせかけ,新 しい棟木の中点がbwauと 補 助支

　 持材皿がむす ばれた位置に くるよ うに押 しあげる。

㈹ 新 しい棟木を補助支持材 皿とむすびつ ける。

as)ta1を 新 しい棟木の両端 にむす びつ けてお く。

⑲ 　bwau皿 を 補助梁 とbwauを もたせ かけていな い側の梁 とのあいだにたて,bwau

　 皿 を屋外 にたてる。

(20)tal皿 を 新 しい棟木 の中点か らbwau皿,　 bwau皿 とにむすぶ。　ta1皿 は十分の

　 長 さが必要 である。

㈱ 　tal皿 を ひき,　talとsogosogで バ ランスをと り,新 しい棟木 をひきあげる。

e2)新 しい棟木を支え るbwauが 補 助梁 の ところまで きた とき,　tal皿 を 附近 のココ

　 ヤシ等 に しば りつ け,動 かぬ よう固定す る。

幽　 bwauを 補 助梁 に しば りつ ける。

⑳talを ひ っぱ り,新 しい棟木 の位置を調整 しつつ棟束をはめこむ。

　　 新 しい棟木につながるべ き所定 の材を ロープで しば りつける。

㈱ 　かたづ ける。
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図19屋 根 の 復 原

　　 7)　 屋 根 の 復 原(図19)

(1)吹 き とば された屋根全体を作業に適す る位 置まで引 きず って くる。

(2)両 方 の土台(梁 間)の 中点前方 の適 当な位 置に穴を掘 る。

(3)棟 木 までの高さのあるbwau　 Iを2本,そ れぞれ(2)の 穴 に一端 をいれ,他 端を

　 引きず って きた屋根 の棟木 の先の ところにあわせ る。

(4)bwau皿 を 屋根 と家屋をへだてて反対 の位 置に用 意す る。 長 さはbwau　 Iと 同

　程度 の長 さであ る。

(5)補 助 支持材(faib)を 両 側の鴨居(梁 間)の 中央に しばる。 補助支持材 の一端 は,

　 屋外 につ きでている。屋根を 引きお こしたさい,bwau　 Iが ゆきす ぎて倒れ るのを

　ふせ ぐためである。

(6)talでbwau　 Iと 棟木を しっか りしば り,　bwau皿 を経 由 して,十 分 の長 さをの

　 こして これを引 き綱 とする。

(7)ta1を ひ き屋根を もちあげ,補 助支持材 のところでbwau　 Iを それにむすびつ け

　 る。

(8)talを ほ どき屋根を定位置にのせ る。

(9)補 助 材をかたづける。

VI.伝 統 的知識 とその変容

　 1.rongとreepiy

　 エ ラー トにお ける伝統的知識(rong)は だ れ もが知 ってい る知識 ではない。それに

たい して,だ れで も知 っている知識 はreepiyと よばれる。　reepiyと は 「実際的知識」
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を意味 し,転 じて 「利発な」 とか 「か しこい」 という意味に ももちい られる。reepiy

と は,具 体的にいえば,カ ヌーの こぎ方,ヤ シの木 にのぼる方法,料 理の仕方 など,

日常生活をい となむ うえで必要な ことで,知 ってい ることが当然 とお もわれるような

知識であ る。

　 ところがrccpiyに はyaliusに か かわる知識が欠如 してい る。　yaliusと は,エ ラ

ー トの人 びとにと って
,森 羅万象にやどる精霊で ある。 たとえば,嵐 をお こす のは

yaliusで あ り,雨 をふ らせた り旱 ばつにす るの もyaliusで あ る。 人間が死んだ り,

病 気 にな った りするの もyaliusの せ いである。魚が とれなか った り,パ ンノキの実 の

できがわ る くなるの もyaliUSの せ いであ る。 そ うした さまざまな現象 をひきお こす

超 自然的存在がyaliusと み な され る。 そ うしたyaliusに か かわ る知識がrongと よ

ばれ る。すなわち,rongと は,　yaliusの ひ きおこ した ものがど ういう現象 であ るの

表10サ タ ワル 島 のrongの 種 類'[石 森 　 1980:42]

1遠 洋航路に関するロン

2行 方不明のカヌーをよびもどすためのロ

　　ン

3波 に関するロン

4　 リーフのヤニュー一に関するロン

5流 木に関するロン

6　サメに関するロン

7　カツオに関するロン

8　オネキー礁に関するロン

9飛 魚に関するロン

10　 タコをよぶためのロン

11　ティヌ魚をよぶためのロン

12　パティ魚をよぶためのロン

13　 ウォリック魚をよぶためのロン

畿 欝 欝 綿;](ヤ ニューがことなる)

1矯 欝 篇 器](ヤ ニューがことなる)
18　 タツマキを遠 くにやるためのロン

19雷 に関するロン

20　 タロイモをよぶためのロン

21パ ンノキの実をよぶためのロン

22　 ココヤシの実をよぶためのロン

23子 どもの病気をなおすためのロン

24女 性の病気をなおすためのロン

25マ ーポリッカルという病気をなおすため

　　のロン

26　 マープクプクという病気をなおすための

　　ロン

27　 マ■一一セニピックという病気をなおすため

　　のロン

28　 マーヤァイナップという病気をなおすた

　　めのロン

29　 ニプロプルという病気をなおすためのロ

　　 ン

30　 どのヤニューが病気をおこしているかを

　　知るためのロン

31精 神的ショックをうけた人をなおすため

　　のロン

32　 うちみ ・ねんざをなおすためのロン

33外 傷をなおすためのロン

34　数占いに関するロン

35　 アッキネキンという占いに関するロン

36転 覆 したカヌーを復元するためのロン

37　 カヌー小屋の建築 ・修理に関するロン

38護 身術に関するロン

39海 でおぽれた人をよみがえらせるための

　　ロン

40　 カヌーづくりに関するロン

41行 方不明者をよびだすためのロン

42異 性を惚れさせるためのロン

43大 災害(台 風 ・飢謹)を うけないための

　　 ロン

44　 イマーヌスというヤニューに関するロン

45不 特定のヤニューに関するロン

注)ヤ ニ ューは エ ラー ト語 でyaliusと 表記 す る。
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かを知 るための,そ してそ うした事態が生 じた ときに,ど のよ うに対処す るかなどに

ついての知識 をさしているQ

　 サ タワル島のrongに つ いての報告[石 森　 1980]に は45種 類 のrongが あ げ られ

て いる(表10)。rongが 数 多 く存在す る理 由は,対 象 とす るyaliusが こ となれば 対

応す るrongも こ となるためである。 それゆえ,45種 類 のrongで す べてのrongが

網 羅 されているわ けではない[石 森　 1980:42]。

　rongは あ る特定のyaliusに は た らきか けてその助力を うるための知識 の体系であ

る。そのため,ron9に はyaliusに は た らきか けるための儀礼やタブーを もってお り,

儀 礼に関す る知識がron9に と って重要 となる。 とりわけ,儀 礼のなかで重要な役割

を はたすのは,yaliusに た いする話 しか けの ことば としての呪文である。呪文 もまた

rongと よ ばれる[石 森　 1980:43]。

　 トラ ック諸島のron9に つ いて も報告があ る。　 トラック諸島 にお け るrongは 呪

術的儀礼[MuRDocK　 and　 GooDENouGH　 1947:336]で あ り,呪 術的 な専門知識

[CAuGHEY　 1977:131]で あ る。 そのなか には呪術的な歌や呪文,呪 薬 の調合 とい

った知識 もふ くまれて いる[BoLLIG　 1927:43-45;LEBAR　 l963:67]。 　rongは,

rongを と りあつか う人であ るtaurong25)に つ いて学ぶ ことにより習得されるが,本

来rongはyaliusを 通 じて人間にあたえ られた もの とみなされ る[BoLLIG　 1927:

43;CAuGHEY　 1977:132]。 　rongと い う語 の もともとの意味は 「聴 く」 である26)。

す なわち,rongと は人間がyaliusか ら 「聴」いて習得 した知識 といえる[BoLLIG

l927:43]。 　rongは,超 自然的存 在であるyailusの 知 識で あるゆえに,　 taurongは

食物禁忌 や性的 タブーをま もらねばな らず,rongの 守 護神にたい して食物 をそなえ

な くてはな らない[LEBAR　 1963:67]。

　 rongに つ いてまとめるとつぎのよ うにいえ る。

(1)rongはyaliusに かかわ る知識である。 それ ゆえ,だ れ もが知 っている知識で

　 はな く,特 定 の専門家 のみが知 る秘儀性 の強い知識である。

(2)rongを 駆使 しうるtaurongはyaliusと 人 間とを媒介す る存在 である。

(3)yaliusに は なしかけるための呪文 がrongの 核 心部分 である。

(4)rongはyaliusか らさずけ られた ものであ り,そ れゆえに課 された,守 らねば

　 な らないタブーの体 系が存在す る。

25)こ の項 は本 稿 に お け る表 記 法 に あ らた め た 。J・Caugheyの 表 記 で はtaurongはsouron9,

　 yaliusは6n丘 で あ る　 [CAuGHEY　 l977]。　L　Bolligの 表 記 で はyaliusは6nuで あ る[BoLLIG

　 1927]。

26)エ ラー トにお いて はrongorongが 「聴 く」 で あ る。
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2.rongの 社 会 的 意 味

　　 1)財 と して のrong

　 す でにのべ たように,rongを 知 って いる人をtaurongと よぶ。　rongは,　 taurong

と い う称号を もつわずかの人たち しか 知 らないとい う意味で社会的に稀少性を もって

いる。 それゆえ,rongに は ある種の価値が付与 されて おり,　rongを 伝 承 して いる

taurongに は威信が付与 され る。

J.Caugheyに よれば,ト ラ ック諸島において,人 びとが所有 して いることが望ま

しいとされて いる4種 の財産があ る。 それは,「 土地(f6nU)」,「 食物(mw6ng6)」,

「品物(pisek)」,「 専門知識(roong)」 で あ る[CAuGHEY　 1977:53]。 人 び とは,こ

れ らの財産 をふや した り,あ らた にえ るためにさまざまな努力をす る。rongは,ま

さに無形財産[GooDENouGH　 1951:52-56]で あ り,土 地や食物,品 物 あるいは別

のrongと ひ きか えることも可能である[CAuGHEY　 1977:60-61]。 この点 はエ ラ

ー トにおいて も例外で はない。男に とってなん らかのrongを 知 っている ことは,名

誉であ ると同時に,rongは な にかを うることのできる財であ った。かつてはrongを

習得す るために若者 たちは競 ってtaurongの と ころにか よいつ めた のであ る。　rong

は,個 人に とってのみ有益 な財産であ るばか りで はな く,そ の個人が所属する集 団に

とって も貴重な財産であ った。

　　 2)継 承 され るrong

　rongの 継 承 には2通 りの方法があ る。 ひとつは特定 の血筋をたど って継 承 され る

場合であ り,も うひとつは 「弟子入 り」を してrongを 習 得す る場合であ る27)。

　 第一の方法 にはさ らに2種 の ものがある。 まず,男 系をた どって継承される場合で

ある。つま り,チ チか らムス コへの継承である。母系社会で は,チ チとムスコは所属

す る集団が ことな るわけで あるか ら,こ の場合rongは チ チの集団か らムス コの集 団

図20rongの 　　継　　承

注)破 線は出自集団がことなることを示す。

27)杉 浦健一 によれば,ヤ ップ島にもこうした 秘密の知識 を継 承する2通 りの方法 があった

　[杉浦1939:141]。
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へ と移譲 され ることになる。逆にいえば,数 多 くのrongを 知 る男 と結婚す るとい う

ことは,rongを 手 にいれ ることで もある。 い っぽ う,　taurongに は 自分が所有 して

い るrongを 自 己の集 団の財 と して次世代 につ たえることが要請 されてい る。 そ こで,

taurongは 自己の女 キ ョウダ イのムスコへ とrongを つ たえる。 すなわ ち,　rongは

母 方 のオジか らオ イへ と継承 され るわけで ある。 図20は,rongが 特 定の血筋 を通 じ

て継承 されて い くさいのモデル である28》。

　 の こるrongの 継 承法 は 「弟子入 り」の場合 である。 自分の所属す る集団 のなかに

す ぐれたtaurongが い ない若 者,あ るいはあ らたなrongを 追 求 しよ うとす る若者

はtaurongの と ころに毎 晩のよ うにヤ シ酒や魚 を持参 し,　taurongが 病 気 になれば

世話を しにでか けなければな らない。taurongは,自 分 のところにや ってきた若者の

なかか ら優秀で,し か も自分 にたい して親切 をかか さぬ者をえ らびrongを 教 え はじ

める。若者 が もしそのrongの 全 容を知ろ うとするな らば,か な りの謝礼を はず まな

ければな らない。 その謝礼 としては,伝 統 的にはお もに腰 布(toer)が もちい られた

[杉 藤　 1982:78-79]。

　 rongが 継 承 され るのは,ふ つ う男性のみである。 ただ し,女 性がrongを 学 ぶ場

合が皆無 とはいえない。,それは,先 にのべたチチー ムスコ,オ ジー オイとい った 関係

に もとつ いて継承 され るべ きはずのところ,な ん らか の理 由で しかるべ き男性の継承

者が いない場合 にお こなわれ ることがある。すなわち母系出 自集団 の財産であ るrong

を う しなわずに次 の世代 に伝授するために女性 がrongを 学 ぶわけである。 したが っ

て,こ の場合,女 性 のtaurongは,か な らず自分のムスコにのみ教え,「 弟子入 り」

による継承法 はお こなわれなか った29》。

3.伝 統的知識の変容

　1950年 代 にはい って,中 央カ ロ リン諸島 の島 じまは,つ ぎつ ぎとキ リス ト教(カ ト

リック ・イエズ ス会)に 集団改宗 してい った。 エラー トが改宗 したの は1954年 の こと

であ った。ただ し,改 宗 の動機 とな ったのは宗教上の理由ではな く政治的な ものであ

った。エ ラー トをふ くむカ ロリン諸島西部 の島 じまは,ユ リシー環礁モ グモグ島に従

属 している。 そのモグモグ島が キ リス ト教 に改宗 した との知 らせ がつたえ られた。そ

のため島 じまは一斉 にキ リス ト教 に改宗 したので あった。改宗の動機が政治的な もの

であれ,キ リス ト教に改宗す るということは,結 果 として宗教的 におお きな変化をひ

28)母 方のオジからオイへという継承ルールは,ト ラック諸島でもおこなわれる[MuRDocK　 and

　 GooDENouGH　 1947=336]。
29)女 性による知識の継承は トラック諸島でもみ られる[GooDENouGH　 J　951:51]。
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きお こした。

　rongが 伝 統的なカ ミであ るyaliusに か かわ る知識であ り,　yaliusと の コ ミュニケ

ー ションの部分がrongの 核 心部分を 占めていたために
,そ れだ けキ リス ト教の受容

によって こうむ った変化 はおお きか った。一神教であるキ リス ト教を受容す るとい う

ことは森羅万象 に遍在す るyaliusは 排 されるということであ る。 した が って,数 多

くのyaliusと の コ ミュニケー ションは必要でな くな り,　yaliusに か かわる知識 とし

て のrongも ま たその大半 は必要性を うしな って しま った。

　 ところが,現 在 で も入 びとのあいだで伝承 されているrongが 存 在する。 カヌーに

よる航海術,カ ヌー造船術,転 覆 したカヌーの復原,家 屋の建築 ・修理,病 気 治療 な

どに関す るものである。 これ らに共通 して いえ ることは,こ れ らのrongは す べて,

特 定 の明確な技術の体系をふ くんでいる点であ る[石 森　 1980:45]。

　 こうした技術 は,現 在の社会生活 において も,い まだ に実用的価 値を もってい る。

ところが,キ リス ト教を信 じる以上,yaliusを 信 じることは許 されない。 そのため,

yaliUSに か かわる部分を切 りすて,技 術的部分だけを継承 しなければな らな くなった

の もやむを えない ことであ った。 現存 しているrongは ま さにyaliusぬ きのrong,

つ ま りカ ミぬきの伝統的知識で ある[石 森　 1980:45]。 以 下,伝 統 的知識 の変容 に

ついて,家 屋 に関す る知識を例 に考察をすすめ ることにす る。

　 エ ラー トでは家屋 に関す る伝統的知識 には2通 りのものが あるとかんがえ られて い

る。それは,家 屋 の建築および家屋 の修復に関す る知識であ る。すでにのべた よ うに

エ ラー トで は,家 屋 の修復 に関する知識 はrongと さ れ,　 rongolibaangと 名づ けら

れてい る。それ にた い して,家 屋 の建築に関す る知識 は,rongで あ るとはみなされ

ず,し たが ってrongの つ く名称 をもつ知識 は存在 しない。

　 ところで,エ ラー トで は,家 屋の建築 もしくはカヌーの建造 に関す る知識を保持 し

て いる者 は,sennapと よばれる。　sennapと い う称号 はtausennapと は よばれは し

ない もののtaurongの ひ とつ とされて いる。 しか し,　 taurongの 一 員であ る場合 の

sennapは 「家大工」 を意味せず,「 船大工」 を意味 してい る。 い っぽ うsennaPに

rongを つ けて造語をつ くることができる。　rongolisennapで あ る。 これは 「カヌ・一・一・

建造 に関す る知識」を意味す るが 「家屋建築 に関す る知識」 を意味 しな い。つま り,

「家大工」 はsennapで あ るに もかかわ らずtaurongで は な く,い っぽ うrongの 種

類を さす名称 には,rongolisennapと い う語 が存在す るにもかかわ らず,そ れは 「家

屋建築 に関す る知識」ではな く,「 カ ヌー建造 に関す る知識」を意味 してい る。 こう

した事実には,そ の理 由としてつぎの点がかんがえ られ る。 それ は,家 屋の建築に関
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す る知識のかな りの部分がだれ もがしってい る知識 とみ なされているか らで ある。

　伝統的 な家屋 の建築 にあた って,そ の部材 は,ク ギを一本 もつかわずにココヤシロ

ープで しばられ るだけで ある。そ うした ローブ。の しば り方 はだれ もが知 っている知識,

つ ま りreepiyで あ る。 また屋根を ココヤシの葉の マ ッ トでふ くこと,こ れ もまただ

れ もができることであ る。あるい は小屋組 の方法 につ いて も同様で ある。 これ らの知

識 はrongで はな くreepiyと み なされて いる。

　 ところが,家 屋の建築に関 して ひとつだけreepiyで は ないとみな されている もの

がある。それは,主 要部材の長さの比 などに関する計測法 にかかわ ることが らであ る。

とはいえ,そ れ らにつ いて聞 きとりをす るうえで さほど抵抗がなか った。つ ま り,秘

密の知識 とい うと りあつか いを うけていない。 また,計 測法 に関 してrongの 語 を接

頭辞 にもつ語 も存在 しない。 つ まり計測法に関す る知識 はrongで もない とか んが え

られている。

　 J.Caugheyは トラ ック諸島 におけるrongを9種 類あげて いる。その筆頭にあげ ら

れてい るのが 「家屋の建築に関す る知識」 である[CAuGHEY　 l　977:131]。 家 大工

であ るsowuwimw30)は 家 屋の部材 の長 さの算出法,家 屋 の方向,建 築過程,そ の過

程 の各段階で必要 な呪薬 の調合法を知 って いる。かれは家屋 の部材の秘密 の名を知 っ

て いる。そ して,か れ の知識 には,家 屋を空中に とば した り,部 材をま とめあげるた

めの妖術(sorcery)も ふ くまれている[cAuGHEY　 l977:133-138]31)。 　J・caughey

の あ げた トラ ック諸島における事例がエ ラー トにお ける本来 の 「家屋建築に関す る知

識」であると仮定す るな らば,現 在,エ ラー トのそれがrongで な いとされなが らも,

sennapと い う称号や計測法 につ いての あいまいさを もっていることの説明がつ くよ

うにかんが え られ る。

　 すなわ ち,rongは か つてyaliusの 力 に よって裏づ け られ,　yaliusに よ り人間 につ

たえ られた もので あ った。 しか し,キ リス ト教が受容 されたた めに大 きな変化 を余儀

な くされた。公 開の場 で,人 びとの面前で おこなわれな ければな らない家屋 の建築や

家屋 の修復 に関す る伝統的知識 はとりわけ変質をせ まられたとかんがえ られ る。つ ま

り,か つ てのrongの 本 質 は,呪 文をとなえたり,一 連の呪術的な行為を ともな う秘

儀性にあ り,現 実にお こなわれて いる作業過程を みて そのとお りを 「まね」 ようとし

て も 「まね」がで きないのがrongで あ った。 そ して,　 rongは,か ぎ られた人 びと

30)こ の項はCaughey[1977]の トラック語表記による。なお,本 稿の表記はつぎのとおりであ

　 る。　SOwuimW→tauimW

31)ヤ ップ島では,か つて家屋の建築にさいし,占 いや祈りがかならずともなったとのことであ

　 る[杉 浦　1939:143-145;小 林　1978;46-47]。 杉浦健一は家大工は祈疇師であると同時 に

　 技術家であるとのべている[杉 浦　 1939=144]。
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のみが知 りえた 知識なので あ った。 それに たい し,現 存 しているrongの 大 半 は,

rongの 本 質である呪文や呪術などの秘儀 に関す る部分はすでにうしなわれ て お り,

現 実にお こなわれ る作業をそのまま 「まね」 ることがで きれば,そ れがrongの 全 容

を 「まね」た ことにな るわ けであ る。

　 筆i者がtaubaangで あ るMaliumai氏 か ら伝授 されたrongolibaangはrongと

よ ばれ るものの,も はやrongの 核 心部分である呪文 はふ くまれていない。　Maliumai

氏 がrongolibaangの 伝 授を うけた時期は,す で にキ リス ト教が受容 されてのちのこ

とで あった。それゆえ,か れはrongの う ちyaliusに か かわる部分を伝授 されなかっ

たわ けで ある。 しか し,か れ のrongolibaangに は,伝 統的なrongの す がたの一部

がのこされて いる。 それは,bangitabと よばれてお り,　tabと は 「タブー」であ り,

bangitabと は 「家屋修復 にかかわ るタブー」を意味 してい る。

　 家屋 の修復をお こな う日,taubaangお よ び作業を手つだ う者 たちは起床 してか ら

作業が終了す るまでのあいだ,水 をのぞいて一切の ものを口に して はな らない32)。 ま

たヤ シ酒づ くりな ど毎早朝 にお こなわれ る仕事 もお こな って はな らない。そのかわ り,

補 助材 のあとかたづけをのぞいて一切 の作業が終了 したとき,作 業 に参加 した者た ち

は ともに食事を とる。

　 また,か つてのrongolibaangの う ち,呪 文 に関す ることが らにつ いて,　Maliumai

氏 は わずか に記憶 にとどめている。ただ し,そ の具体 的な内容 は一切記憶 されて お ら

ず,た んに伝 聞 した ものが記憶されて いるにす ぎない。 それは,rongの 伝 承 の系譜

にかか わる部分,rongの 守 護神で あるyaliusへ の依頼 の部分,お よび作業後 の食事

のさいにおこなわれ る呪文につ いてであ る。

　 taubaangは,作 業を は じめようとするとき,ま ず,こ れか らお こなうとす るrong

の伝 承の系譜 に関す る呪文を となえる。呪文は,rongを 人 間 につたえたyaliusの 名

か らは じま り,代 々そのrongを つ たえたtaubaangの 名 を順 をお って あげてゆ くこ

とで はじめ られる。 自分 の名前が最後 に くるわ けであ る。 そ して,rongを つ たえた

yaliusに た い し,こ れか らは じめようとす る作業 を見守 り,援 助 して くれ るよ うにた

のむ。 そのあ とragish(Cal(拠 〃 π観inoPh211um)の 若 葉 とココヤ シの若 葉(緑 色)

を あわせ ココヤ シの若葉(白 色)で しば った ものを御幣をふるよ うに ふ る。 こ れ を

32)サ タワル島においてs6wpwang(taubaang)が おこなう魚に関する食物禁忌についての詳細

　 な報告がある。それは,カ ツオ ・マグロに関するもので,作 業中にその尾部を食べ,そ の他の

　 部分は食べてはならないというものである[秋 道　 1981b:101-102]。

　 　 エラートにおいては,魚 に関するタブーは聞きとれなかったが,bangitabの 対象となるの

　 は一切の食べもののほか,コ コヤシやタバコもふ くまれる。
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bangibengと よぶ。 なお,　bangibengは そ のほか さまざまな儀 礼の さいに もおこな

われた との ことで ある。

　作業が終了す ると,作 業 にかかわ った 全員があつま って 食事を とる。 この とき,

taubaangは まず食物 をひとつ まみ とって空 にむか ってなげ,　yaliusに た い して作業

の無事を謝する 旨呪文を となえた。 これはronglibaangの 作 業を霊的な力で ささえ

たyaliusに た いする供物 とみな されている。

　以上 のべて きた家屋 に関す る2種 類の伝統 的知識 につ いて,そ の変容 に関 して比較

するとつ ぎの ごとくとなる。

　 (1)建 築 に関 してrongと い う語 を冠す る知識の体系は現在存在 しないが,か つて

　 は存在 した と推測される。い っぽ う修復 に関 して はrongolibaangと い う語 が存在

　す る。

　 (2)い ず れの知識 につ いて も,も はやyaliusに か かわる知識 は存在 しない。 ただ

　 し,修 復の さいには,bangitabが お こなわれる。

　 (3)建 築 に関す る知識 は,も はやだれ もが知 っている知 識であ るreepiyに ちかい

　 存在 になって おり,特 定 のルール に したが って知識が継承 され ることはない。それ

　 にたい して,修 復に関する知識 についてはrongの 継 承ルールが現在 もま もられて

　 いる。

W.お わ り に

　本稿では,エ ラートにおける家屋の建築および修復に関する伝統的知識について民

族誌的記述をおこなってきた。 しか し,そ のなかで十分にふれることのできなかった

問題がいくつか存在する。本稿をむすぶにあたって,今 後にのこされた課題について

ふれたい。

(1)rongと は,本 来,超 自然的存在 であるyaliusに か かわる部分が まさに核心部分

　であ った。 ところが,キ リス ト教の受容後,た とえば本 稿に記述 したrongolibaang

　 の場 合のように,現 存す るrongはyaliusに か かわる核心部分 が欠除 してい る。

　 しか し,あ る年齢以上の老人 は現実 に使用 しないに して もrongの か つてのすがた

　を記 憶に とどあてい る可 能性が ある。 したが って,rongの 核 心部分を ともな った

　かつての姿をとどめるrongolibaangを 記 録に とることが急務 とかんがえ る。 この

　点はなに もrongolibaangだ け にとどま らず,　rong全 体 の問題で もあ る33)。

33)こ の問題については石森秀三がすでに強調している[石 森1980:45-46]。
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(2)本 稿 では,ひ とりのtaubaangの 知識 に もとづ き記述 をおこなった。しか し,今 後

　 の課題 としては,別 のtaubaangか ら知識をえて比較研究をお こな うことが必要で

　 ある。rol19はyaliusに よ って人間 につたえ られた ものであ り,rongが つ たえ られ

　 た時 と場所が ことなれば,そ の内容 もまたことな っているはずで ある34)。rongoli-

　 baangの 場 合,ど りわ けその技術 の比較が こころみ られるべ きであ る。

(3)rongの 核 心部分であ る呪文にはron9に 関 す る伝承 の系譜がふ くまれて い る。

　 したが って,rongolibaangに と どま らず,多 数 のrongの 伝 承の系譜 を比較研究

　 す ることによ り,rongの 系譜を通 してみた島嶼 問関係を把握できるとかんがえ る。

(4)Maliumai氏 によれば,　rongolibaangの 意 義はつ ぎの4点 であ る。

　 a)修 復 しようとす る構造材以外 にはで きるだけ損傷 をあたえ ない ようにする。

　 b)　 したが って,作 業後 に大規模な補修 は不用であ る。また,家 屋 の全体 的な解体

　　 修理 もrongolibaangの お こな うところで はない。

　 c)作 業は,で きるか ぎ り少人数でお こな う。

　 d)作 業 はで きるか ぎり短時間で おこなう。早朝 か らは じあ,昼 すぎ頃まで に完了

　　 せねばな らない。

　　 以上4つ のrongolibaangの 意 義をふまえて,仕 事 の量 についてかんがえる。仕

　 事の量を人数 と作業時間 の積 とす る。す ると一定量の仕事 の量を機械の力をか りる

　 ことな く人 力だけでや りとげるためには,2通 りの方法 があるとかんがえ られる。

　 すなわち,大 人数 を投 入 して短時間ですます方法 と時間をかけてで きるだけ少人数

　 ですます方法で ある。 ところが,Maliumai氏 に よれば,　 rongolibaangの 場 合,

　 少人数で しか も短時 間の うちに作業を おこな うということを前提 として いる。 これ

　 が可 能であるのは,伝 統的 にはyaliusの 力 によるとみなされていたが,　 yaliusな

　 き現在で も同様 に可能であ るとかんがえ られている。 この場合,rongolibaangの

　 各技法 自体 もまた少人数 ・短時間 とい う作業 目標に したが って考案 されているとみ

　 るべ きであろ う。す なわ ち,rongolibaangは,エ ラー トの人 びとの もつあ る種 の

　 合理性 にもとづき実践 され る民族建築学 ということができる。そ こで,こ うした合

　 理性を あき らかにす る ことが今後 にの こされた重要な課題 とかんがえ られ る。また,

　 合理性 について あき らかにすることは,な にも民族建築学 としてのrongolibaang

　 の 問題 に とどま らず,エ ラー ト社会 における 「文化価値」についてあき らか にす る

　 手がか りとかんがえ る。今後,こ の問題の展開を期 したい。

34)rongの 内容が,つ たえられた時と場所によりことなるという点についてはJ・caugheyも

　 言及している[CAuGHEY　 l977:134]。
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